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第 I 部

Cisco リモート PHY システムの概要
• Ciscoリモート PHYシステムの概要, 3 ページ

• はじめに, 5 ページ





第 1 章

Cisco リモート PHY システムの概要

機能情報の確認

ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報と注意事項については、ご使用のプラットフォームと

ソフトウェアリリースに対応したリリースノートを参照してください。このモジュールに記載

されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合

は、このマニュアルの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorには、http://
tools.cisco.com/ITDIT/CFN/からアクセスできます。http://www.cisco.com/のアカウントは必要あり
ません。

Cisco IOS RPD 1.1 用 Cisco リモート PHY デバイスソフトウェア設定ガイド
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第 2 章

はじめに

トリプルプレイサービスへの市場進化に伴い、新興市場のケーブル事業者は、経済的で将来性

を考えたアクセステクノロジーとして、デジタル光ファイバベースの標準化されたソリューショ

ンを求めています。その要求の多くは、インターネット接続、ビデオ、音声サービスのために、

より多くのパケットを転送する必要性から生じています。

Data Over Cable Systems Interface Standard（DOCSIS®）は、ブロードバンドケーブルサービスの
ための標準化技術であり、システムプロバイダー間の相互運用性に優れています。また、堅牢

な Quality of Service（QoS）手段も備えており、ネットワークの輻輳が発生した際にもパケット
の転送が保証されます。従来より、DOCSISは、リニア光ファイバ（またはHFC）上で使用され
ており、デジタル光ファイバ上での使用については考慮されていません。シスコは、リモート

PHYと呼ぶ新しいアクセステクノロジーを導入することで、このギャップを埋めました。

既存のアーキテクチャ

新興市場において、ほとんどのトリプルプレイユーザはマルチテナントの建物（Multi Dwelling
Unit（MDU）と呼びます）に住んでおり、建物あたりの住人の数は通常多くても 500人程度で
す。MDUでは、ユーザとの「最後の 100 m」をつなぐネットワークテクノロジーと、光ファイ
バを使ってサービスが提供されます。これらのテクノロジーには、光ファイバ、ツイストペア、

イーサネット、同軸などがあります。ケーブル事業者は、建物内のケーブルにアクセスでき、こ

のケーブルを使用してサービスを提供します。ケーブル上で双方向のサービスを実現するため

に、いくつかのテクノロジーがあります。これには、専用の方法やベンダー固有の方法が多数含

まれています。しかし、一般にはケーブルを利用するための各種の標準規格に準拠したアプロー

チが事業者に好まれます。それは、ベンダーの相互運用性が確保されるからです。

Cisco リモート PHY ソリューションの必要性

DOCSISと EuroDOCSISは、ケーブルネットワーク上での双方向通信を定義する規格です。
DOCSISは、トリプルプレイネットワークでの輻輳時に音声サービスを保証するために必要な
Quality of Service（QoS）を提供します。DOCSISは、音声、ビデオ、IPビデオサービスのため
の、堅牢で成熟したテクノロジーです。

Ciscoリモート PHYソリューションは、Ethernet PON（EPON）、ギガビット対応のパッシブ光
ネットワーク（GPON）、メトロイーサネット（MetroE）装置などの既存の IPテクノロジーを

Cisco IOS RPD 1.1 用 Cisco リモート PHY デバイスソフトウェア設定ガイド
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活用し、デジタルファイバを使ったMDU内にDOCSISを導入して、ケーブル上の双方向サービ
スを実現します。

• Ciscoリモート PHYデバイスのハードウェア互換性マトリックス, 6 ページ

• 利点, 7 ページ

• R-PHYの Cisco CCAP RFラインカード, 7 ページ

• Ciscoデジタル物理インターフェイスカード, 7 ページ

• Ciscoリモート PHYデバイス, 9 ページ

• ネットワークアーキテクチャ, 10 ページ

• ネットワークトポロジ, 10 ページ

• Ciscoリモート PHYデバイスのハードウェア互換性マトリックス, 12 ページ

• 利点, 13 ページ

• R-PHYの Cisco CCAP RFラインカード, 13 ページ

• Ciscoデジタル物理インターフェイスカード, 13 ページ

• Ciscoリモート PHYデバイス, 15 ページ

• ネットワークアーキテクチャ, 16 ページ

• ネットワークトポロジ, 16 ページ

Cisco リモート PHY デバイスのハードウェア互換性マトリックス

Ciscoリモート PHYデバイスのあるリリースで導入されたハードウェアコンポーネントは、
特に明記しない限り、それ以降のすべてのリリースでもサポートされます。

（注）

表 1：Cisco リモート PHY デバイスのハードウェア互換性マトリックス

リモート PHY デバイスCisco HFC プラットフォーム

Cisco RPD IOS 1.1以降のリリース

シスコリモート PHYデバイス 1x2

• PID—RPD-1X2=

Cisco GS7000ノード

   Cisco IOS RPD 1.1 用 Cisco リモート PHY デバイスソフトウェア設定ガイド
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利点

Ciscoリモート PHYソリューションは、コスト効率の高いデジタル光ファイバベースの DOCSIS
ソリューションを提供します。このソリューションでは、Ethernet PON（EPON）、ギガビット対
応のパッシブ光ネットワーク（GPON）、メトロイーサネット（MetroE）を、Cisco CMTSと CM
の間の伝送ネットワークとして使用します。PONテクノロジーと DOCSISの両方を同じネット
ワークで使用することができます。

•コストがかかる HFCへの変換と比べて、シンプルで低コストの PON伝送。

•設備投資と運用コストを含む投資コストを削減。

•低コストながら非常に安定性の高い Cisco GS7000ノード（PHYレイヤのみが含まれる）。

• CMTSハードウェアの複雑さを低減。

• Converged Interconnect Network（CIN）ネットワークに対する制約がない。

•将来性を考えたアーキテクチャ。ハードウェアと制御機能が異なるレイヤにあるため、移行
が容易。

• DOCSISによりエンドツーエンドの QoSを保証。

•すべての DOCSISサービスのサポート。

•既存の DOCSISネットワークプロビジョニングシステムのサポート。

•高いアクセス帯域幅。

•ディープファイバを使用して、SNRへの光ノイズ寄与分を除去。その結果、リモート QAM
モジュレータは、センター型の QAMモジュレータと比べて高次の変調で動作。

R-PHY の Cisco CCAP RF ラインカード
リモート PHYアーキテクチャの Cisco CCAP RFラインカードには、次の 2種類があります。

• CBR-LC-8D31-16U30：このダウンストリームおよびアップストリーム PHYモジュールを搭
載した RFラインカードは、card cBR-CCAP-LC-40G r-phyコマンドを使用して設定するこ
とにより、Cisco GS7000ノードに接続できます。

• CBR-CCAP-LC-40G-R：このダウンストリームおよびアップストリーム PHYモジュールを搭
載していない RFラインカードは、Cisco GS7000ノードに接続できます。

Cisco デジタル物理インターフェイスカード
Ciscoデジタル物理インターフェイスカード（DPIC）は、光ファイバ/同軸ハイブリッド（HFC）
システム上で、サブスクライバとヘッドエンドの間でRF信号を送受信し、DOCSISに準拠してい

Cisco IOS RPD 1.1 用 Cisco リモート PHY デバイスソフトウェア設定ガイド
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ます。このインターフェイスカードは、Cisco cBRルータ専用に設計されており、統合 CMTS
（I-CMTS）アーキテクチャに準拠しています。PIDは cBR-DPIC-8X10Gです。

DPICはCMTSに取り付けられ、EPON、GPON、またはメトロイーサネットを介してCiscoGS7000
ノードに接続されます。これは、ダウンストリームとアップストリームの両方のトラフィックを

サポートします。ダウンストリームトラフィックとアップストリームトラフィックは同じポート

を共有します。

表 2：DPIC の物理仕様

寸法単位

10.96インチ（27.8cm）幅

1.43インチ（3.6cm）高さ

ハンドル付きで 7.32インチ（18.6 cm）奥行

2.943ポンド（1.335 kg）重量

DPICのサポート：

• 8個の 10ギガビットイーサネット SFP+インターフェイス

• 40+40保護スキームの 80ギガビットノンブロッキングスイッチングアーキテクチャ

• CiscoCBR-CCAP-LC-40G-Rラインカードに接続した場合、40ギガビットDOCSISトラフィッ
ク帯域幅

• Cisco SFP-10G-SR-S/Cisco SFP-10G-LR-S/Cisco SFP-10G-ZR-S/Cisco SFP-10G-ER-S光モジュー
ル

• MACSecおよび 1588 TC

Cisco DPICの前面プレートには次のものがあります。

•光ケーブルクリップ：光ケーブルの配線と管理を支援します。

• 8 x SFP+ポート：Cisco RPDへの DOCSISトラフィックの 8 x 10 GEレーンとして使用されま
す。

• 10 GEリンクステータス LED：10 GEリンクのステータスを示します。

•ステータス LED：Cisco DPICのステータスを示します。

• LEDの交換：Cisco DPICを交換する必要があることを示します。

オンボード障害ロギング

オンボード障害ロギング（OBFL）機能を使用すると、ルートプロセッサ（RP）やラインカード
などの現場交換可能ユニット（FRU）の不揮発性メモリに、重要な障害情報を保存して収集する

   Cisco IOS RPD 1.1 用 Cisco リモート PHY デバイスソフトウェア設定ガイド
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ことが可能です。OBFLを通じて保存されたデータは、RPまたはラインカードの Return Material
Authorization（RMA）時に、修理および障害分析サイトで、フィールド障害を認識し、デバッグ
をするのに役立ちます。OBFLは、動作温度、電圧、ハードウェアの稼働時間など、ハードウェ
ア障害時の診断に役立つ重要なイベントを記録します。

この機能の詳細については、『オンボード障害ロギング』[英語]を参照してください。

『オンボード障害ロギング』[英語]に記載されている出力例は、Cisco CMTSルータごとに若
干異なる可能性があります。

（注）

Cisco リモート PHY デバイス
Ciscoリモート PHYデバイス（RPD）は、Cisco GS7000ノードにあります。以下にその機能の一
部を示します。

•フルスペクトルの DOCSIS 3.0サポート

•フルスペクトルの DOCSIS 3.1サポート

•コンバージドブロードキャスト、narrowcast、VODビデオのサポート

•アウトオブバンド（OOB）シグナリングのサポート

•デュアル 10GBE SFP/SFP+バックホール接続

•デイジーチェーンアーキテクチャトポロジのサポート

• CCAPのサポート

•光オーバーレイアーキテクチャのサポート

図 1：Cisco RPD
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_2sx/12_2sxh/feature/guide/sxhobfl.html#wp1053048.
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_2sx/12_2sxh/feature/guide/sxhobfl.html#wp1053048.


ネットワークアーキテクチャ

Ciscoリモート PHYソリューションは、単一コントローラ共有アーキテクチャをサポートしてい
ます。このアーキテクチャでは、複数の Cisco GS7000設備が、cisco cBRシャーシ内の Cisco RF
ラインカードのダウンストリームおよびアップストリームチャネルを共有します。

図 2：単一コントローラ共有アーキテクチャ

ネットワークトポロジ

Ciscoリモート PHYソリューションでサポートされるトポロジには、次のものがあります。

•イーサネットベースのネットワーキング

   Cisco IOS RPD 1.1 用 Cisco リモート PHY デバイスソフトウェア設定ガイド
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• PON

図 3：標準的導入

図 4：パス冗長性の導入

図 5：デイジーチェーンの導入

Cisco IOS RPD 1.1 用 Cisco リモート PHY デバイスソフトウェア設定ガイド
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図 6：冗長呼出音の導入

Cisco リモート PHY デバイスのハードウェア互換性マトリックス

Ciscoリモート PHYデバイスのあるリリースで導入されたハードウェアコンポーネントは、
特に明記しない限り、それ以降のすべてのリリースでもサポートされます。

（注）

表 3：Cisco リモート PHY デバイスのハードウェア互換性マトリックス

リモート PHY デバイスCisco HFC プラットフォーム

Cisco RPD IOS 1.1以降のリリース

シスコリモート PHYデバイス 1x2

• PID—RPD-1X2=

Cisco GS7000ノード
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利点

Ciscoリモート PHYソリューションは、コスト効率の高いデジタル光ファイバベースの DOCSIS
ソリューションを提供します。このソリューションでは、Ethernet PON（EPON）、ギガビット対
応のパッシブ光ネットワーク（GPON）、メトロイーサネット（MetroE）を、Cisco CMTSと CM
の間の伝送ネットワークとして使用します。PONテクノロジーと DOCSISの両方を同じネット
ワークで使用することができます。

•コストがかかる HFCへの変換と比べて、シンプルで低コストの PON伝送。

•設備投資と運用コストを含む投資コストを削減。

•低コストながら非常に安定性の高い Cisco GS7000ノード（PHYレイヤのみが含まれる）。

• CMTSハードウェアの複雑さを低減。

• Converged Interconnect Network（CIN）ネットワークに対する制約がない。

•将来性を考えたアーキテクチャ。ハードウェアと制御機能が異なるレイヤにあるため、移行
が容易。

• DOCSISによりエンドツーエンドの QoSを保証。

•すべての DOCSISサービスのサポート。

•既存の DOCSISネットワークプロビジョニングシステムのサポート。

•高いアクセス帯域幅。

•ディープファイバを使用して、SNRへの光ノイズ寄与分を除去。その結果、リモート QAM
モジュレータは、センター型の QAMモジュレータと比べて高次の変調で動作。

R-PHY の Cisco CCAP RF ラインカード
リモート PHYアーキテクチャの Cisco CCAP RFラインカードには、次の 2種類があります。

• CBR-LC-8D31-16U30：このダウンストリームおよびアップストリーム PHYモジュールを搭
載した RFラインカードは、card cBR-CCAP-LC-40G r-phyコマンドを使用して設定するこ
とにより、Cisco GS7000ノードに接続できます。

• CBR-CCAP-LC-40G-R：このダウンストリームおよびアップストリーム PHYモジュールを搭
載していない RFラインカードは、Cisco GS7000ノードに接続できます。

Cisco デジタル物理インターフェイスカード
Ciscoデジタル物理インターフェイスカード（DPIC）は、光ファイバ/同軸ハイブリッド（HFC）
システム上で、サブスクライバとヘッドエンドの間でRF信号を送受信し、DOCSISに準拠してい

Cisco IOS RPD 1.1 用 Cisco リモート PHY デバイスソフトウェア設定ガイド
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ます。このインターフェイスカードは、Cisco cBRルータ専用に設計されており、統合 CMTS
（I-CMTS）アーキテクチャに準拠しています。PIDは cBR-DPIC-8X10Gです。

DPICはCMTSに取り付けられ、EPON、GPON、またはメトロイーサネットを介してCiscoGS7000
ノードに接続されます。これは、ダウンストリームとアップストリームの両方のトラフィックを

サポートします。ダウンストリームトラフィックとアップストリームトラフィックは同じポート

を共有します。

表 4：DPIC の物理仕様

寸法単位

10.96インチ（27.8cm）幅

1.43インチ（3.6cm）高さ

ハンドル付きで 7.32インチ（18.6 cm）奥行

2.943ポンド（1.335 kg）重量

DPICのサポート：

• 8個の 10ギガビットイーサネット SFP+インターフェイス

• 40+40保護スキームの 80ギガビットノンブロッキングスイッチングアーキテクチャ

• CiscoCBR-CCAP-LC-40G-Rラインカードに接続した場合、40ギガビットDOCSISトラフィッ
ク帯域幅

• Cisco SFP-10G-SR-S/Cisco SFP-10G-LR-S/Cisco SFP-10G-ZR-S/Cisco SFP-10G-ER-S光モジュー
ル

• MACSecおよび 1588 TC

Cisco DPICの前面プレートには次のものがあります。

•光ケーブルクリップ：光ケーブルの配線と管理を支援します。

• 8 x SFP+ポート：Cisco RPDへの DOCSISトラフィックの 8 x 10 GEレーンとして使用されま
す。

• 10 GEリンクステータス LED：10 GEリンクのステータスを示します。

•ステータス LED：Cisco DPICのステータスを示します。

• LEDの交換：Cisco DPICを交換する必要があることを示します。

オンボード障害ロギング

オンボード障害ロギング（OBFL）機能を使用すると、ルートプロセッサ（RP）やラインカード
などの現場交換可能ユニット（FRU）の不揮発性メモリに、重要な障害情報を保存して収集する

   Cisco IOS RPD 1.1 用 Cisco リモート PHY デバイスソフトウェア設定ガイド
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ことが可能です。OBFLを通じて保存されたデータは、RPまたはラインカードの Return Material
Authorization（RMA）時に、修理および障害分析サイトで、フィールド障害を認識し、デバッグ
をするのに役立ちます。OBFLは、動作温度、電圧、ハードウェアの稼働時間など、ハードウェ
ア障害時の診断に役立つ重要なイベントを記録します。

この機能の詳細については、『オンボード障害ロギング』[英語]を参照してください。

『オンボード障害ロギング』[英語]に記載されている出力例は、Cisco CMTSルータごとに若
干異なる可能性があります。

（注）

Cisco リモート PHY デバイス
Ciscoリモート PHYデバイス（RPD）は、Cisco GS7000ノードにあります。以下にその機能の一
部を示します。

•フルスペクトルの DOCSIS 3.0サポート

•フルスペクトルの DOCSIS 3.1サポート

•コンバージドブロードキャスト、narrowcast、VODビデオのサポート

•アウトオブバンド（OOB）シグナリングのサポート

•デュアル 10GBE SFP/SFP+バックホール接続

•デイジーチェーンアーキテクチャトポロジのサポート

• CCAPのサポート

•光オーバーレイアーキテクチャのサポート

図 7：Cisco RPD
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_2sx/12_2sxh/feature/guide/sxhobfl.html#wp1053048.
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_2sx/12_2sxh/feature/guide/sxhobfl.html#wp1053048.


ネットワークアーキテクチャ

Ciscoリモート PHYソリューションは、単一コントローラ共有アーキテクチャをサポートしてい
ます。このアーキテクチャでは、複数の Cisco GS7000設備が、cisco cBRシャーシ内の Cisco RF
ラインカードのダウンストリームおよびアップストリームチャネルを共有します。

図 8：単一コントローラ共有アーキテクチャ

ネットワークトポロジ

Ciscoリモート PHYソリューションでサポートされるトポロジには、次のものがあります。

•イーサネットベースのネットワーキング

   Cisco IOS RPD 1.1 用 Cisco リモート PHY デバイスソフトウェア設定ガイド
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• PON

図 9：標準的導入

図 10：パス冗長性の導入

図 11：デイジーチェーンの導入
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図 12：冗長呼出音の導入
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第 II 部

Cisco リモート PHY システムの起動
• Ciscoリモート PHYシステムの起動, 21 ページ





第 3 章

Cisco リモート PHY システムの起動

機能情報の確認

ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報と注意事項については、ご使用のプラットフォームと

ソフトウェアリリースに対応したリリースノートを参照してください。このモジュールに記載

されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合

は、このマニュアルの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorには、http://
tools.cisco.com/ITDIT/CFN/からアクセスできます。http://www.cisco.com/のアカウントは必要あり
ません。

• Ciscoリモート PHYデバイスのハードウェア互換性マトリックス, 21 ページ

• RPDの起動に関する情報, 22 ページ

• RPDの起動方法, 22 ページ

Cisco リモート PHY デバイスのハードウェア互換性マトリックス

Ciscoリモート PHYデバイスのあるリリースで導入されたハードウェアコンポーネントは、
特に明記しない限り、それ以降のすべてのリリースでもサポートされます。

（注）
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表 5：Cisco リモート PHY デバイスのハードウェア互換性マトリックス

リモート PHY デバイスCisco HFC プラットフォーム

Cisco RPD IOS 1.1以降のリリース

シスコリモート PHYデバイス 1x2

• PID—RPD-1X2=

Cisco GS7000ノード

RPD の起動に関する情報
リモート PHYデバイスの起動プロセスは、ケーブルモデムが DOCSISシステムで起動するのと
同様、リモート PHYシステム動作の前提条件です。

RPD の起動方法
ここでは、Cisco cBR-8上での RPDの起動方法について説明します。

DHCP サーバの設定
DHCPサーバを設定するには、以下の手順に従います。

手順

ステップ 1 CCAPコアのオプションを追加します。次の図に示されているとおり、名前、DHCPのタイプ、
ベンダーオプションの文字列を入力します。
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ステップ 2 オプションを定義します。次の図に示されているとおり、オプション番号と名前を入力します。

ステップ 3 サブオプションを定義します。次の図に示されているとおり、サブオプション 61の名前、タイ
プ、反復を入力します。

Cisco IOS RPD 1.1 用 Cisco リモート PHY デバイスソフトウェア設定ガイド
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ステップ 4 次の図に示されているとおり、オプションをポリシーに追加します。図の IPアドレス120.102.15.1
を、DPICポートの IPアドレスに置き換えます。

PTP の設定
PTPを設定するには、以下の例を参照します。

cBR-8ルータの場合：

interface Loopback1588
ip address 159.159.159.4 255.255.255.255

interface TenGigabitEthernet5/1/3 /* connect to ASR903 */
ip address 192.104.10.4 255.255.255.0

ip route 10.90.3.93 255.255.255.255 192.104.10.93 /* route to ASR903 loopback ip */

ptp clock ordinary domain 0
servo tracking-type R-DTI
clock-port slave-from-903 slave
delay-req interval -4
sync interval -5
sync one-step
transport ipv4 unicast interface Lo1588 negotiation
clock source 10.90.3.93 /* ASR903 loopback ip */

ptp r-dti 1
ptp-domain 0 /* same domain number with ptp server */
clock-port 1

   Cisco IOS RPD 1.1 用 Cisco リモート PHY デバイスソフトウェア設定ガイド
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ethernet 1 /* default value is same index with clock-port index, for RPD, ethernet
1=vbh0, ethernet 2=vbh1 */

clock-source 10.90.3.93 gateway 93.3.10.2 /* clock-source is ASR093 loopback ip,
gateway is ASR903 BDI ID for node */

PTPマスターとしての ASR903ルータの場合：

ptp clock ordinary domain 0
clock-port Master-to-all-cBR8 master
sync interval -5
sync one-step
transport ipv4 unicast interface Lo1588 negotiation

interface Loopback1588
ip address 10.90.3.93 255.255.255.255

interface GigabitEthernet0/3/5
no ip address
negotiation auto
cdp enable
service instance 31 ethernet /* 31 is vlan id */
encapsulation dot1q 31
rewrite ingress tag pop 1 symmetric
bridge-domain 31
service instance 32 ethernet
encapsulation dot1q 32
rewrite ingress tag pop 1 symmetric
bridge-domain 32

interface BDI31 /* for cBR, SUP PIC */
ip address 192.104.10.93 255.255.255.0
no shut
interface BDI32 /* For RPD */
ip address 93.3.10.2 255.255.255.0
no shut

ip route 159.159.159.4 255.255.255.255 192.104.10.48 /* route to cbr-8 loopback ip */

cBR-8 の設定
RPDを起動するように cBR-8を設定するには、次の参照例を使用します。

/* D-PIC TenGiga interface config */
interface TenGigabitEthernet0/1/0
ip address 93.3.10.1 255.255.255.0
ip helper-address 20.1.0.33

/* Downstream/Upstream controller profile */
cable downstream controller-profile 101
rf-chan 0 95
type DOCSIS
frequency 381000000
rf-output NORMAL
qam-profile 1
docsis-channel-id 1

cable upstream controller 201
us-channel 0 channel-width 1600000 1600000
us-channel 0 docsis-mode atdma
us-channel 0 minislot-size 4
us-channel 0 modulation-profile 221
no us-channel 1 shutdown

/* RPD configuration */
cable rpd node1
identifier 0004.9f03.0061
core-interface Te0/1/0
rpd-ds 0 downstream-cable 0/0/0 profile 101
rpd-us 0 upstream-cable 0/0/0 profile 201

r-dti 1
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25

RPD の起動方法



rpd-event profile 0

interface Cable0/0/0
load-interval 30
downstream Downstream-Cable 0/0/0 rf-channel 0-23
upstream 0 Upstream-Cable 0/0/0 us-channel 0
upstream 1 Upstream-Cable 0/0/0 us-channel 1
upstream 2 Upstream-Cable 0/0/0 us-channel 2
upstream 3 Upstream-Cable 0/0/0 us-channel 3
cable upstream bonding-group 1
upstream 0
upstream 1
upstream 2
upstream 3
attributes 80000001
cable bundle 1

cable ip-init ipv6
interface Wideband-Cable0/0/0:0
cable bundle 1
cable rf-channels channel-list 0-7 bandwidth-percent 10

interface Wideband-Cable0/0/0:1
cable bundle 1
cable rf-channels channel-list 8-15 bandwidth-percent 10

cable fiber-node 200
downstream Downstream-Cable 0/0/0
upstream Upstream-Cable 0/0/0
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第 III 部

Cisco リモート PHY プロビジョニング
• ネットワーク認証, 29 ページ

• リモート PHYデバイスの時間の同期, 33 ページ

• DEPI遅延測定, 45 ページ

• 複数コア, 49 ページ





第 4 章

ネットワーク認証

このドキュメントでは、Cisco cBRシリーズコンバージドブロードバンドルータ上のリモート
PHYデバイスネットワーク認証について説明します。

機能情報の確認

ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報と注意事項については、ご使用のプラットフォームと

ソフトウェアリリースに対応したリリースノートを参照してください。このモジュールに記載

されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合

は、このマニュアルの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorには、http://
tools.cisco.com/ITDIT/CFN/からアクセスできます。http://www.cisco.com/のアカウントは必要あり
ません。

• Ciscoリモート PHYデバイスのハードウェア互換性マトリックス, 29 ページ

• ネットワーク認証に関する情報, 30 ページ

• ネットワーク認証を有効にする方法, 30 ページ

Cisco リモート PHY デバイスのハードウェア互換性マトリックス

Ciscoリモート PHYデバイスのあるリリースで導入されたハードウェアコンポーネントは、
特に明記しない限り、それ以降のすべてのリリースでもサポートされます。

（注）
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表 6：Cisco リモート PHY デバイスのハードウェア互換性マトリックス

リモート PHY デバイスCisco HFC プラットフォーム

Cisco RPD IOS 1.1以降のリリース

シスコリモート PHYデバイス 1x2

• PID—RPD-1X2=

Cisco GS7000ノード

ネットワーク認証に関する情報

RPDは、認証されたネットワークと認証されていないネットワークの両方で動作できる必要があ
ります。RPDに認証が必要かどうかは、接続されているネットワークによって決まります。場合
によっては、RPDが非信頼ネットワーク上にあり、信頼ネットワーク上のデバイスに接続する必
要があり、この場合、セキュリティの脆弱性が生じます。802.1Xは、潜在的なセキュリティ問題
を解消する認証サービスを提供するために導入されました。

802.1Xは、認証サービスを提供するために EAP（Extensible Authentication Protocol）を使用するレ
イヤ 2プロトコルです。ネットワーク認証を使用するには、次の証明書が必要です。

• Cablelabsルート CA証明書：caRoot.pem

• CableLabsデバイス CA証明書：deviceCA.pem

• RPD証明書：rpdCert.pem、秘密キー：rpd.key

• Cablelabsサービスプロバイダー CA証明書：spCA.pem

• AAAサーバ証明書：aaaCert.pem、秘密キー：aaa.key

ネットワーク認証を有効にする方法

ここでは、RPDのネットワーク認証を有効にする方法について説明します。

RADIUS サーバへの証明書のインストール
RADIUSサーバに証明書をインストールするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 AAAサーバの CA証明書を組み合わせます。

   Cisco IOS RPD 1.1 用 Cisco リモート PHY デバイスソフトウェア設定ガイド
30

ネットワーク認証に関する情報



例：
cat spCA.pem caRoot.pem > ca_root_srv.pem

ステップ 2 freeRadiusサーバで、"ca_root_srv.pem"、"spCA.pem"、"aaaCert.pem"、"aaa.key"を "/etc/freeradius/certs"
にコピーします。

RADIUS サーバの設定
RPDに証明書をインストールするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 /etc/freeradius/clients.confで新しいクライアントを定義します。

例：
client rphytest_ng13 {

ipaddr = 20.5.0.36
secret = rphytest
shortname = ng13_switch
require_message_authenticator = yes

}

"ipaddr"は、スイッチの管理 IPアドレスです。

ステップ 2 "/etc/freeradius/eap.conf"で、"tls"の次の行を変更して、サーバの秘密キーファイルと証明書ファ
イルを指定します。

例：
tls {

…
private_key_file = ${certdir}/aaa.key
certificate_file = ${certdir}/aaaCert.pem
CA_file = ${cadir}/ca_root_srv.pem

}

ステップ 3 RADIUSサーバで RADIUSを開始します。

例：
sudo freeradius

1つの freeradiusインスタンスのみが実行されていることを確認します。

スイッチの設定

スイッチを設定するには、以下の手順に従います。
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この手順は、Catalyst 3750スイッチのために使用され、他のスイッチには異なるコマンドが使
用される場合があります。

（注）

手順

ステップ 1 グローバルコンフィギュレーションモードで、次の設定を追加します。

例：
dot1x system-auth-control /* enable 802.1x */
aaa new-model
aaa authentication dot1x default group radius
radius-server host 10.79.41.103 auth-port 1812 key rphytest

ステップ 2 RPDに接続するインターフェイスに次の設定を追加します。

例：
authentication port-control auto
dot1x pae authenticator

認証ステータスの確認

RPDの dot1x認証情報を表示するには、次の例に示されているとおり、show dot1xコマンドを使
用します。

Router# show dot1x summary
Interface Core-id EAP_Received Status
vbh0 CORE-3415960568 True UP

Router# show dot1x detail
Interface Core-id EAP_Received Status
vbh0 CORE-3415960568 True UP
bssid=01:80:c2:00:00:03
freq=0
ssid=
id=0
mode=station
pairwise_cipher=NONE
group_cipher=NONE
key_mgmt=IEEE 802.1X (no WPA)
wpa_state=COMPLETED
ip_address=30.85.40.47
address=00:04:9f:00:03:73
Supplicant PAE state=AUTHENTICATED
suppPortStatus=Authorized
EAP state=SUCCESSselected
Method=13 (EAP-TLS)EAP TLS
cipher=ECDHE-RSA-AES256-SHA
tls_session_reused=0
eap_session_id=0d53798f5b46014cc92a4ac1151521bae6a14c98f919eb5e8c81a701b7272be7f812e7e5a75881768d74d311795a3b1f0e37bfa7fff7cbc4685d36f216bec59850
uuid=ab722cfb-84dc-5835-a905-edfec20f78c3
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第 5 章

リモート PHY デバイスの時間の同期

ここでは、リモート PHY（R-PHY）デバイスと Cisco cBRシリーズルータの CCAPコアで、時
間を同期させる方法について説明します。

• Ciscoリモート PHYデバイスのハードウェア互換性マトリックス, 33 ページ

• 時間の同期に関する情報, 34 ページ

• 時間の同期の設定方法, 35 ページ

• 設定例, 41 ページ

• R-PHYデバイスでの時刻同期に関する機能情報, 43 ページ

Cisco リモート PHY デバイスのハードウェア互換性マトリックス

Ciscoリモート PHYデバイスのあるリリースで導入されたハードウェアコンポーネントは、
特に明記しない限り、それ以降のすべてのリリースでもサポートされます。

（注）

表 7：Cisco リモート PHY デバイスのハードウェア互換性マトリックス

リモート PHY デバイスCisco HFC プラットフォーム

Cisco RPD IOS 1.1以降のリリース

シスコリモート PHYデバイス 1x2

• PID—RPD-1X2=

Cisco GS7000ノード
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時間の同期に関する情報

リモート PHYシステムでは、ローカルのタイムスタンプと基準周波数をケーブルコンバージド
アクセスプラットフォームコア機能（CCAPコア）に同期させることが重要です。この機能に使
用されるプロトコルの Precision Time Protocol（PTP）は、CCAPコア機能と、R-PHYを有効にし
コンバージドDOCSIS、ビデオ、アウトオブバンド（OOB）サービスをサポートする一連のリモー
ト PHYデバイス（RPD）間の時間を同期させるうえで役立ちます。

Cisco CBR-8は、PTPオーディナリクロック（OC）スレーブモードをサポートしています。ここ
では、PTPスレーブポートはバックホール 10 GEイーサネットポートまたは SUP PICの管理イー
サネットポートからになります。

リモート DTI
リモート DOCSISタイミングインターフェイス（R-DTI）は、CCAP-coreと R-PHY間で使用され
るネットワーク同期プロトコルです。CCAP-Coreからのトラフィックがダウンストリーム受信者
で受信されると、次の処理が行われます。

• DEPIフレーミングを終了します。

•ペイロードを抽出し、フレーム化し、変調し、送信します。

アップストリーム中、その信号は同軸ケーブルから受信され、システムにより復調されます。FEC
ペイロードからDOCSISフレームが抽出され、UEPIカプセル化に配置されます。その後、フレー
ムはアップストリームトランスミッタを介して CCAPコアに送信されます。ローカル CPUは、
DEPIおよび GCPコントロールプレーン、およびネットワーク管理とのインターフェイスを管理
します。クロッキング回路は、R-DTIとやり取りし、R-DTIエンティティのためのクロッキング
を管理します。

GS7000 R-PHYは、マップの再スタンプオプションをサポートしています。

時刻同期の設定に関する制約事項

次の制約事項は、Cisco cBRでの時刻同期の設定に適用できます。

• Cisco cBRは、この機能のための次のコンポーネントをサポートしていません。

◦ポートチャネルの PTP

◦ G.8275.2プロファイル

• Cisco cBRと RPDは、IPv6を介した PTPをサポートしていません。

• Cisco cBRは、SUP-PICの PTPスレーブのみをサポートします。
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時間の同期の設定方法

このモジュールで参照するコマンドの詳細については、「Cisco IOSマスターコマンドリス
ト」を参照してください。

（注）

時間インターフェイスと PTP ドメインの設定
時間インターフェイスと PTPドメインを設定するには、次の手順を使用します。
enable
configure terminal
interface type [slot_#/]port_#
interface Loopback1588
ip address <IP Address/subnet>

interface TenGigabitEthernet<slot/port>
ip address <IP Address/subnet>

ip route < PTP master IP Address/subnet> < loopback IP Address>

ptp clock ordinary domain 0 (This is for CBR PTP connection)
servo tracking-type R-DTI
clock-port slave-from-903 slave
delay-req interval -4
sync interval -5
sync one-step
transport ipv4 unicast interface Lo1588 negotiation
clock source < PTP master loopback IP Address>

次の表で、この例で使用されるパラメータを説明します。

表 8：時間インターフェイスと PTP ドメインを設定するためのパラメータ

デフォルト値Value Range説明パラメータ

1～64ptp r-dti [id]

R-DTIの名前または説
明

説明

0～127IEEE 1588のドメイン
番号

ptp-domain [ID]

128128ローカルプライオリ

ティの設定

local-priority [値]

1280～ 255優先順位 1の設定priority1 [値]

2550～ 255優先順位 2の設定priority2 [値]

Cisco IOS RPD 1.1 用 Cisco リモート PHY デバイスソフトウェア設定ガイド
35

時間の同期の設定方法

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/mcl/allreleasemcl/all-book.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/mcl/allreleasemcl/all-book.html


デフォルト値Value Range説明パラメータ

slaveその他、スレーブマス

ター

R-DTIモードmode [値]

デフォルトデフォルト/G.8275.2PTP ITU-Tプロファイ
ルの設定

profile [値]

1～ 32クロックポートの設定clock-port [ID]

upその他、up、down、テ
スト

イーサネットポートの

管理ステータスの設定

state [値]

デフォルト値はクロッ

クポートインデックス

0～ 32クロックポートのイー

サネットポートの設定

ethernet [値]

ipv4アドレス、ipv6ア
ドレス

クロックアドレスの設

定

clock source [IP] gateway
[IP]

最初に代替ソースを選

択

clock alternate-first

ipv4その他、ipv4、ipv6トランスポートカプセ

ル化の設定

transport [値]

60～ 7802.1Qの COStransport cos [値]

470～ 63IP差別化サービスの
DSCP

transport dscp [値]

1281～ 255ローカルプライオリ

ティの設定

local-priority [値]

0～ 7（-7 -0）同期パケットの間隔の

設定

sync interval [値]

0～3（-3 -0）アナウンスパケットの

間隔の設定

announce interval [値]

PTP遅延要求パケット
0～7（-7 -0）の設定

delay-req interval [値]

3～ 255アナウンスパケットの

タイムアウト間隔の設

定

announce timeout [値]
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デフォルト値Value Range説明パラメータ

30060～ 1000ユニキャストの許容継

続時間（秒単位）の設

定

unicast grant-duration
[値]

クロックポートの名前

または説明

説明

時間インターフェイスと PTP ドメインの設定の確認
次の例は、時間インターフェイスと PTPドメインの設定を確認する方法を示しています。
Router# show ptp clock running domain 0
Load for five secs: 5%/2%; one minute: 6%; five minutes: 6%
No time source, 15:16:20.421 CST Wed Mar 15 2017

PTP Ordinary Clock [Domain 0]
State Ports Pkts sent Pkts rcvd Redundancy Mode
PHASE_ALIGNED 1 3687693 11177073 Hot standby

PORT SUMMARY
PTP Master

Name Tx Mode Role Transport State Sessions Port Addr
slave-from-903 unicast slave Lo1588 Slave 2 10.10.10.11

SESSION INFORMATION
slave-from-903 [Lo1588] [Sessions 2]
Peer addr Pkts in Pkts out In Errs Out Errs
10.10.10.11 5588900 1843789 0 0
10.10.10.12 5588173 1843904 0 0

RPD PTP 接続の設定
RPD PTP接続を設定するには、次のコマンドを使用します。
enable
configure terminal
interface type [slot_#/]port_#
ptp r-dti 1 (RPD PTP connection)
ptp-domain 0
clock-port <same domain number with PTP server>
clock source ip <IP Address> gateway ip <IP Address>
clock source ip <IP Address> gateway ip <IP Address> alternate
!--<clock-source is PTP master loopback ip, gw is the next hop to reach the ptp master

>--!

RPD PTP 接続の設定の確認
次の例は、RPD PTP接続の設定を確認する方法を示しています。
Router# show ptp clock 0 config
Domain/Mode : 0/OC_SLAVE
Priority 1/2/local : 128/255/128
Profile : 001b19000100-000000 E2E
Total Ports/Streams : 1 /2
--PTP Port 1, Enet Port 1 ----
Port local Address :10.10.10.11
Unicast Duration :300 Sync Interval : -4
Announce Interval : 0 Timeout : 11
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Delay-Req Intreval : -4 Pdelay-req : -4
Priority local :128 COS: 6 DSCP: 47
==Stream 0 : Port 1 Master IP: 10.10.10.11
==Stream 1 : Port 1 Master IP: 10.10.10.11

RPD への R-DTI の関連付け
セグメント IDに関連付けられたローカルプレフィックス SIDに R-DTを関連付けるには、次の
コマンドを使用します。
enable
configure terminal
interface type [slot_#/]port_#
cable rpd node1
identifier 0044.4f04.0044 (node vbh0 mac)
core-interface Te3/1/0
rpd-ds 0 downstream-cable 3/0/0 profile 3
rpd-us 0 upstream-cable 3/0/0 profile 3
r-dti 1
rpd-event profile 0

RPD への R-DTI の関連付けの確認
次の例は、RPDが R-DTIに関連付けられているかどうかを確認する方法を示しています。
Router# show running-config
Load for five secs: 8%/2%; one minute: 9%; five minutes: 9%
Time source is user configuration, 11:00:17.381 CST Wed Mar 22 2017
Building configuration...
Current configuration : 107879 bytes
!
! Last configuration change at 10:59:23 CST Wed Mar 22 2017
!
version 16.6
service timestamps debug datetime msec localtime show-timezone
service timestamps log datetime msec localtime show-timezone
service internal
no platform punt-keepalive disable-kernel-core
platform ipccl log-history 0
platform punt-policer 10 10
platform punt-policer 10 10 high
platform punt-policer 80 10
platform punt-sbrl subscriber rate no-drop
platform shell
!
hostname RphyNode-L09
!
boot-start-marker
boot system harddisk:cbrsup-universalk9.16.05.01prd9.SPA.bin
boot-end-marker
!
!
----
!
cable tag 10
name docsis1.0
docsis-version docsis10
!
cable tag 11
name docsis1.1
docsis-version docsis11
!
-----
cable load-balance docsis-group 1
restricted
upstream Upstream-Cable 3/0/3 us-channel 0-3
method utilization
threshold load 15
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threshold load minimum 2
policy pure-ds-load
init-tech-list 4
interval 60
tag docsis1.0
tag docsis1.1
tag docsis2.0
tag docsis3.0
!
---
cable metering ipdr-d3 session 1 type 1
cable metering source-interface TenGigabitEthernet4/1/1
cable modem remote-query 30 public
cable modem vendor 00.02.00 "Apache-ACB"
cable modem vendor E8.6D.52 "Motorola"
cable modem vendor 00.1F.E1 "Ambit"
cable modem vendor 00.1F.E2 "Ambit"
cable modem vendor 00.D0.DD "Sunrise"
!
!
----
!
no network-clock synchronization automatic
!
ptp clock boundary domain 0
servo tracking-type R-DTI
clock-port slave-from-903 slave
delay-req interval -4
sync interval -5
sync one-step
transport ipv4 unicast interface Lo1588 negotiation
clock source 10.10.10.11
clock source 192.168.0.0
clock-port master-local master
transport ipv4 unicast interface Lo1588 negotiation

!
-----
r-dti 2
rpd-event profile 0
!
ptp r-dti 2
ptp-domain 0
clock-port 1
clock source ip 10.10.10.11
clock source ip 192.168.0.0 alternate

!
ptp r-dti 3
ptp-domain 0
clock-port 1
clock source ip 10.10.10.11
clock source ip 192.168.0.0 alternate

!
ptp r-dti 10
ptp-domain 0
clock-port 1
clock source ip 10.10.10.11
clock source ip 192.168.0.0 alternate
announce interval -3
announce timeout 3

!
ptp r-dti 11
ptp-domain 0
priority1 101
priority2 102
local-priority 100
clock-port 2
ethernet 1
clock alternate-first
clock source ip 10.10.10.11
clock source ip 192.168.0.0 alternate
transport cos 0
transport dscp 63
sync interval -1
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announce timeout 255
delay-req interval -7
unicast grant-duration 60
local-priority 255

!
ptp r-dti 12
ptp-domain 0
clock-port 1
ethernet 0
clock source ip 10.10.10.11

!
ptp r-dti 60
ptp-domain 0
!
cable video
!
end

PTP クロック機能の確認
PTPクロックが実行されているかどうかを確認するには、次のコマンドを使用します。
Router#show ptp clock running
Load for five secs: one minute: 5%; five minutes:
Time source is NTP, 14 CST Fri Feb 17 2017
PTP Ordinary clock [Domain 0]
State Ports pkts sent pkts rcvd Redundancy Mode
PHASE-ALIGNED 1 7339500 22245593 Hot standby

Port Summary
Name Tx Mode Role Transport State Sessions PTP Master Port Addr
slave-from-903 unicast slave L01588 Slave 2 10.10.10.11

PTP クロック実行ドメインの確認
次の例は、PTPクロックの実行ドメインを確認する方法を示しています。
Router#show ptp clock running domain 0
Load for five secs: 5%/2%; one minute: 6%; five minutes: 6%
No time source, 15:16:20.421 CST Wed Mar 15 2017

PTP Ordinary Clock [Domain 0]
State Ports Pkts sent Pkts rcvd Redundancy Mode
PHASE_ALIGNED 1 3687693 11177073 Hot standby

PORT SUMMARY
PTP Master

Name Tx Mode Role Transport State Sessions Port Addr
slave-from-903 unicast slave Lo1588 Slave 2 10.10.10.11

SESSION INFORMATION
slave-from-903 [Lo1588] [Sessions 2]
Peer addr Pkts in Pkts out In Errs Out Errs
10.10.10.11 5588900 1843789 0 0
192.168.0.10 5588173 1843904 0 0

時刻同期ステータスの確認

時刻同期ステータスを確認するには、次の例に示されているとおり、show ptp clock <n> stateコマ
ンドを使用します。
Router# show ptp clock 0 state
apr state : PHASE_LOCK
clock state : SUB_SYNC
current tod : 1485414295 Thu Jan 26 07:04:55 2017
active stream : 0
==stream 0 :
port id : 0
master ip : 10.10.10.11

   Cisco IOS RPD 1.1 用 Cisco リモート PHY デバイスソフトウェア設定ガイド
40

時間の同期の設定方法



stream state : PHASE_LOCK
Master offset : -405
Path delay : -17071
Forward delay : -17476
Reverse delay : -16623
Freq offset : -291143
1Hz offset : -676

==stream 1 :
port id : 0
master ip : 192.168.0.11
stream state : PHASE_LOCK
Master offset : -369
Path delay : -1619
Forward delay : -1988
Reverse delay : -1260
Freq offset : -297905
1Hz offset : -664

時刻同期統計の確認

時刻同期統計を確認するには、次の例に示されているとおり、show ptp clock <n> stateコマンドを
使用します。
Router# show ptp clock 0 statistics
AprState 4 :
2@0-00:06:51.568 1@0-00:06:41.930 0@0-00:04:17.925
4@0-00:03:58.724
ClockState 5 :
5@0-00:07:12.640 4@0-00:07:10.182 3@0-00:07:06.825
2@0-00:06:51.825 1@0-00:06:51.530
BstPktStrm 1 :
0@0-00:06:42.029
SetTime 1 :
1000000000@0-00:04:00.045
StepTime 1 :
125126755@0-00:06:14.670
AdjustTime 64 :
-676@0-07:34:32.546 -733@0-07:33:31.545 -838@0-07:32:30.546
-892@0-07:31:29.545 -935@0-07:30:28.545 -1033@0-07:29:27.545
-914@0-07:28:26.546 916@0-07:26:24.545 2507@0-07:25:18.170

streamId msgType rx rxProcessed lost tx
0 SYNC 433439 433439 4294574083 0
0 DELAY REQUEST 0 0 0 433439
0 P-DELAY REQUEST 0 0 0 0
0 P-DELAY RESPONSE 0 0 0 0
0 FOLLOW UP 0 0 0 0
0 DELAY RESPONSE 433437 433437 4294548766 0
0 P-DELAY FOLLOWUP 0 0 0 0
0 ANNOUNCE 27098 27098 0 0
0 SIGNALING 285 285 0 285
0 MANAGEMENT 0 0 0 0
TOTAL 894259 894259 8589122849 433724

1 SYNC 433435 433435 4294574085 0
1 DELAY REQUEST 0 0 0 433439
1 P-DELAY REQUEST 0 0 0 0
1 P-DELAY RESPONSE 0 0 0 0
1 FOLLOW UP 0 0 0 0
1 DELAY RESPONSE 10351 10351 4104 0
1 P-DELAY FOLLOWUP 0 0 0 0
1 ANNOUNCE 27098 27098 4294901760 0
1 SIGNALING 285 285 0 285
1 MANAGEMENT 0 0 0 0
TOTAL 471169 471169 8589479949 433724

設定例

このセクションでは、Cisco cBRに時刻同期を設定する例を示します。
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例：時間インターフェイスと PTP ドメインの設定
次の例は、時間インターフェイスと PTPドメインを設定する方法を示しています。
enable
configure terminal
interface Loopback1588
ip address 10.10.10.11 255.255.255.224

interface TenGigabitEthernet5/1/3 (connect to PTP master)
ip address 192.168.0.13 255.255.255.224

ip route 10.10.10.11 255.255.255.224 192.168.0.12 (route to PTP master loopback ip)

ptp clock ordinary domain 0 (This is for cbr ptp connection)
servo tracking-type R-DTI
clock-port slave-from-903 slave
delay-req interval -4
sync interval -5
sync one-step
transport ipv4 unicast interface Lo1588 negotiation
clock source 10.10.1.11 (PTP master loopback ip)

例：RPD PTP 接続の設定
次の例は、RPD PTP接続を設定する方法を示しています。
enable
configure terminal
ptp r-dti 1
ptp-domain 0
mode slave
priority1 128
priority2 255
local-priority 128
clock-port 1
ethernet 1
…

clock-port 2
ethernet 2
…

clock-port 1
ethernet 1
state up
transport ipv4
clock source ip 10.10.1.12 gw 10.10.1.1
clock source ip 192.168.0.0 gateway ip 10.10.1.2 alternate
transport cos 6
transport dscp 47
sync interval -4
announce interval 0
announce timeout 11
delay-req interval -4
unicast grant-duration 300
local-priority 128

例：RPD への R-DTI の関連付け
次の例は、RPDに R-DTIを関連付ける方法を示しています。
enable
configure terminal
cable rpd node1
identifier 0004.9f03.0061 (node vbh0 mac)
core-interface Te3/1/0
rpd-ds 0 downstream-cable 3/0/0 profile 3
rpd-us 0 upstream-cable 3/0/0 profile 3
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r-dti 1
rpd-event profile 0

R-PHY デバイスでの時刻同期に関する機能情報
Cisco Feature Navigatorを使用すると、プラットフォームおよびソフトウェアイメージのサポート
情報を検索できます。Cisco Feature Navigatorを使用すると、ソフトウェアイメージがサポートす
る特定のソフトウェアリリース、フィーチャセット、またはプラットフォームを確認できます。

Cisco Feature Navigatorには、http://www.cisco.com/go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウ
ントは必要ありません。

次の表には、一連のソフトウェアリリースのうち、その機能が初めて導入されたソフトウェ

アリリースだけが記載されています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連の

ソフトウェアリリースでもサポートされます。

（注）

表 9：R-PHY デバイスでの時刻同期に関する機能情報

機能情報リリース機能名

この機能が Cisco Remote PHY
デバイスに追加されました。

Cisco RPD IOS 1.1R-PHYデバイスでの時刻同期
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第 6 章

DEPI 遅延測定

このドキュメントでは、Cisco cBRシリーズコンバージドブロードバンドルータ上でDEPI遅延
測定を設定する方法について説明します。

機能情報の確認

ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報と注意事項については、ご使用のプラットフォームと

ソフトウェアリリースに対応したリリースノートを参照してください。このモジュールに記載

されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合

は、このマニュアルの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorには、http://
tools.cisco.com/ITDIT/CFN/からアクセスできます。http://www.cisco.com/のアカウントは必要あり
ません。

• Ciscoリモート PHYデバイスのハードウェア互換性マトリックス, 45 ページ

• DEPI遅延測定に関する情報, 46 ページ

• DLMの設定方法, 46 ページ

• 例：DLMの設定, 47 ページ

• DLMの機能情報, 47 ページ

Cisco リモート PHY デバイスのハードウェア互換性マトリックス

Ciscoリモート PHYデバイスのあるリリースで導入されたハードウェアコンポーネントは、
特に明記しない限り、それ以降のすべてのリリースでもサポートされます。

（注）
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表 10：Cisco リモート PHY デバイスのハードウェア互換性マトリックス

リモート PHY デバイスCisco HFC プラットフォーム

Cisco RPD IOS 1.1以降のリリース

シスコリモート PHYデバイス 1x2

• PID—RPD-1X2=

Cisco GS7000ノード

DEPI 遅延測定に関する情報
DEPI遅延測定（DLM）パケットは、CCAPコアと RPD間のネットワーク遅延の測定に使用され
る特定のデータパケットタイプです。DLMパケットには、入力 DLMパケットと出力 DLMパ
ケットの 2種類があります。入力 DLMは CCAPコアと RPDの入力点間の遅延を測定し、出力
DLMは CCAPコアと RPDの出力点間の遅延を測定します。現在、入力 DLMのみサポートされ
ています。必要に応じて将来、出力 DLMがサポートされる予定です。

DLM の設定方法
ここでは、Cisco cBR-8上での DLMの設定方法について説明します。

DLM の設定
DLMを設定するには、次の手順を実行します。DLMはデフォルトで無効になっており、設定さ
れた場合にのみ有効になります。

configure terminal
cable rpd name
core-interface interface_name
network-delay dlm interval_in_seconds

DLM の設定の確認
DLMの設定を確認するには、次の例に示すように、show cable rpd dlmコマンドを使用します。
Router# show cable rpd 0000.bbaa.0002 dlm
Load for five secs: 4%/1%; one minute: 4%; five minutes: 4%
Time source is NTP, 13:12:36.253 CST Sun Jan 1 2017
DEPI Latency Measurement (ticks) for 0000.bbaa.0002
Last Average DLM: 4993
Average DLM (last 10 samples): 4990
Max DLM since system on: 5199
Min DLM since system on: 4800
Sample # Latency (usecs)
x------------x------------
0 491
1 496
2 485
3 492
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4 499
5 505
6 477
7 474
8 478
9 471

以下の表には、このコマンドで表示されるフィールドの説明を示します。

表 11：show cable rpd dlm フィールドの説明

説明フィールド

これは最終平均DLM（AD）を表します。最初
は、最終平均 DLM（LAD）は常に 0です。
（LAD-AD）の絶対値が 75 us以上になると、
LADは ADの値になるように更新され、MAP
の前進は更新され、ADは最後の（最新の）10
サンプルで更新し続けます。

最終平均 DLM

例：DLM の設定
次の例は、DLMを設定する方法を示しています。
Router# configure terminal
Router(config)#cable rpd 1
Router(config-rpd)#core-interface tenGigabitEthernet 3/1/0
Router(config-rpd-core)#network-delay dlm 10

DLM の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースのみを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 12：DLM の機能情報

機能情報リリース機能名

この機能が Cisco cBRシリーズ
コンバージドブロードバンド

ルータに追加されました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1DEPI遅延測定
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第 7 章

複数コア

このドキュメントでは、リモート PHYシステムの複数コアについて説明します。

機能情報の確認

ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報と注意事項については、ご使用のプラットフォームと

ソフトウェアリリースに対応したリリースノートを参照してください。このモジュールに記載

されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合

は、このマニュアルの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorには、http://
tools.cisco.com/ITDIT/CFN/からアクセスできます。http://www.cisco.com/のアカウントは必要あり
ません。

• Ciscoリモート PHYデバイスのハードウェア互換性マトリックス, 49 ページ

• 複数コアに関する情報, 50 ページ

• 複数コアの設定方法, 50 ページ

Cisco リモート PHY デバイスのハードウェア互換性マトリックス

Ciscoリモート PHYデバイスのあるリリースで導入されたハードウェアコンポーネントは、
特に明記しない限り、それ以降のすべてのリリースでもサポートされます。

（注）
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表 13：Cisco リモート PHY デバイスのハードウェア互換性マトリックス

リモート PHY デバイスCisco HFC プラットフォーム

Cisco RPD IOS 1.1以降のリリース

シスコリモート PHYデバイス 1x2

• PID—RPD-1X2=

Cisco GS7000ノード

複数コアに関する情報

RPDは複数の CCAPコアで管理できます。RPDは、1つの主 CCAPコアと、0または 1つ以上の
補助 CCAPコアによって制御されます。各 CCAPコアは、RPDリソースのサブセット（例えば特
定のチャネルまたは RFポートなど）を管理します。

主コアは、RPDおよび特定のデバイス管理機能の共通パラメータの設定を担当します。主コアは、
DOCSIS、ビデオ、または OOBサービスを提供できます。補助コアは、ビデオまたは OOBサー
ビスの提供を担当します。これらは主コアによって割り当てられたリソースセットに制限されて

います。

複数コアの設定に関する制約事項

複数コアの設定では、次の制約事項が適用されます。

•最大 4つのコアがサポートされています。

• DOCSISコントローラは主コアにのみ設定でき、ビデオコントローラはすべてのコアに設定
できます。

• 1つのコアだけが主になることができ、残りは補助になります。

•主コアは明示的に設定する必要があります。

•主コアには、最低 1つの DOCSISダウンストリームコントローラと、1つのアップストリー
ムコントローラが必要です。

•補助コアにはアップストリームコントローラは不要で、補助コアには最低 1つのダウンスト
リームコントローラが必要です。

•サポートされる CMTSは 1つだけです。

•すべてのコアにおいて、ダウンストリームの周波数とチャネル IDの重複は許されません。

複数コアの設定方法

ここでは、Cisco cBR-8上での複数コアの設定方法について説明します。
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マルチコアの設定

マルチコアを設定するには、次の例に従います。

Router(config)# cable rpd sjc_block22 /* unique name for each rpd */
Router(config-rpd)# description rpd for sjc block 22
Router(config-rpd)# identifier 1122.3344.5566 /* unique id for each rpd.*/
Router(config-rpd)# rpd-ds 0 power-level 5 /* DS max-carrier and power-level info */
Router(config-rpd)# rpd-ds 0 dedicated-cw-tone cw1 /* DS pilot tone info */
Router(config-rpd)# core-interface Te3/1/0 /* Core side interface (D-PIC interface) for
services below */
Router(config-rpd-core)# principal /* Specify the principal core */
Router(config-rpd-core)# rpd-ds 0 controller downstream-cable 3/0/0 profile 100 /* DS docsis
channel config*/
Router(config-rpd-core)# rpd-ds 0 controller downstream-cable 3/0/1 profile 200 /* DS docsis
channel config*/
Router(config-rpd-core)# rpd-ds 0 downstream-cable 3/0/2 profile 300 /* DS video channel
config*/
Router(config-rpd-core)# rpd-ds 0 downstream-cable 3/0/3 profile 400 /* DS video channel
config*/
Router(config-rpd-core)# rpd-us 0 upstream-cable 3/0/0 profile 101 /* US 0 docsis channel
config*/
Router(config-rpd-core)# rpd-us 1 upstream-cable 3/0/1 profile 101 /* US 1 docsis channel
config*/
Router(config-rpd-core)# depi depi_rpd_block22 /* RPD DEPI configuration.*/
Router(config-rpd-core)# exit
Router(config-rpd)# core-interface Te9/1/1 /* Support multiple core-interface for cases
such as video is using separate LC*/
Router(config-rpd-core)# rpd-ds 0 downstream-cable 9/0/1 profile 200 /* DS video channel
config*/
Router(config-rpd-core)# depi depi_rpd_block22 /* RPD DEPI configuration.*/
Router(config-rpd-core)# exit
Router(config-rpd)# r-dti 1
Router(config-rpd)# rpd-event profile 0

複数コアの設定の確認

主コアと補助コアの情報を表示するには、次の例に示すように、showcable rpdコマンドを使用し
ます。

Router# show cable rpd
MAC Address IP Address I/F State Role HA Name
0004.9f00.0907 120.100.2.20 Te1/1/6 online Pri Act node
0004.9f00.0907 120.100.2.20 Te1/1/0 online Aux Act node
0004.9f00.0907 120.100.2.20 Te1/1/1 online Aux Act node
0004.9f00.0907 120.100.2.20 Te1/1/2 online Aux Act node

アクティブなコアだけが表示され、スタンバイコアは表示されません。（注）
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第 IV 部

Cisco リモート PHY コントローラプロファ
イルと RPD の設定
• Ciscoリモート PHYコントローラプロファイルと RPDの設定, 55 ページ





第 8 章

Cisco リモート PHY コントローラプロファ
イルと RPD の設定

リモート PHY（R-PHY）コントローラプロファイルには、アップストリームコントローラプロ
ファイルとダウンストリームコントローラプロファイルが含まれます。アップストリームコン

トローラプロファイルは、特定のプロファイルの一部である、次のようなアップストリーム

（US）チャネルおよび関連パラメータを指定するために使用されます。

•チャネル幅

• DOCSISモード

• Frequency

•ミニスロットサイズ

•変調プロファイル

ダウンストリームコントローラプロファイルは、特定のプロファイルに属する RFチャネルと
RFパラメータを指定するために使用され、詳細は次のとおりです。

•チャネルタイプ（DOCSIS、ビデオ同期、ビデオ非同期）

• Frequency

• RF出力

• QAMプロファイル（追加、変調、インターリーバー、記号レートなど）

機能情報の確認

ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報と注意事項については、ご使用のプラットフォームと

ソフトウェアリリースに対応したリリースノートを参照してください。このモジュールに記載

されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合

は、このマニュアルの最後にある機能情報の表を参照してください。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorには、http://
tools.cisco.com/ITDIT/CFN/からアクセスできます。http://www.cisco.com/のアカウントは必要あり
ません。

• Ciscoリモート PHYデバイスのハードウェア互換性マトリックス, 56 ページ

• コントローラプロファイルと RPDに関する情報, 56 ページ

• コントローラプロファイルと RPDの設定方法, 58 ページ

• トラブルシューティングのヒント, 64 ページ

• 設定例, 64 ページ

• Remote PHYコントローラプロファイルと RPDの設定に関する機能情報, 66 ページ

Cisco リモート PHY デバイスのハードウェア互換性マトリックス

Ciscoリモート PHYデバイスのあるリリースで導入されたハードウェアコンポーネントは、
特に明記しない限り、それ以降のすべてのリリースでもサポートされます。

（注）

表 14：Cisco リモート PHY デバイスのハードウェア互換性マトリックス

リモート PHY デバイスCisco HFC プラットフォーム

Cisco RPD IOS 1.1以降のリリース

シスコリモート PHYデバイス 1x2

• PID—RPD-1X2=

Cisco GS7000ノード

コントローラプロファイルと RPD に関する情報
コントローラプロファイルは、I-CMTSのコントローラ統合ケーブルスロット/ベイ/ポート（ダウ
ンストリームコントローラの場合）、またはアップストリームケーブルのスロット/ベイ/ポート
（アップストリームコントローラの場合）と同様に機能します。ただし、コントローラプロファ

イルが RPDに関連付けられていない場合、物理リソースを割り当てることはできません。

このプロファイルをユニキャストまたはマルチキャストすることができます。マルチキャストプ

ロファイルは、DSの共有に使用されます。同じトラフィックを、マルチキャストグループ内の
すべての RPD、またはスイッチドデジタルビデオ（SDV）または BCビデオなどのアプリケー
ションにマルチキャストできます。
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R-PHY設定は、1つの主コアインターフェイスと最大 4つの補助コアインターフェイスで構成さ
れています。主コアでは、RPDが接続する DPICインターフェイスを指定します。補助コアイン
ターフェイスでは、ダウンストリーム共有に使用できる外部 DPICインターフェイスを指定しま
す。このリリースでは、補助コアはビデオマルチキャストおよびビデオ OOBに対してのみ使用
されます。

コントローラプロファイルとケーブル RPDの設定は、R-PHYビデオを設定するための前提条件
です。

RPD の設定
iCMTSの設定と比較して、R-PHYの設定では次の機能をサポートしています。

• CBR-8シャーシあたり最大 256の RPD、Cylon-Rラインカードあたり最大 32の RPD

• CBR-8シャーシあたり 256の個別サービスグループ

• Cylon-Rラインカードあたり 32のダウンストリームコントローラと最大 768のダウンスト
リームチャネル

•ダウンストリームコントローラあたり最大 158のダウンストリームチャネル（0～ 157）

• Cylon-Rラインカードあたり 64のアップストリームコントローラと最大 128のアップスト
リームチャネル

Cylon-Rカードあたり最大128のアップストリームSCQAMチャネルを設定できますが、Cylon-R
カードあたりのアップストリームの最大スループットは、basestar2.0の制約により 3 Gbpsで
す。したがって、Cylon-Rカードあたりのアップストリームスループットが 3 Gbpsを超える
場合、アップストリームサービスは保証されません。

（注）

R-PHY設定では、コントローラとRPDポート間で次のマッピング関係がサポートされています。

•ダウンストリーム 1：1マッピング：1つの DSコントローラが、1つの RPD上の 1つの DS
ポートにのみマッピングされます。

•ダウンストリーム 1：Nマッピング：1つのDSコントローラが複数のRPDで共有され、1つ
の DSコントローラがこれらすべての RPDの 1つの DSポートの「DS仮想分割」にマッピ
ングされ、これらの DSポートはすべて同じ DSコントローラからの信号を共有します。

•ダウンストリーム N：1マッピング：複数の DSコントローラが 1つの RPDの同じ DSポー
トにマッピングされます。注意：これらのDSコントローラのDSチャネルは、異なるrf-channel
番号を使用する必要があります

•ダウンストリーム N：Nマッピング：1：N、および N：1マッピングの混合です。例：複数
の DSコントローラが 1つの RPDの 1つの DSポートにマッピングされます。しかし同時
に、それらは「仮想分割」DSコントローラであり、複数の RPDによって共有されます。
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•アップストリーム 1：1マッピング：1つの USコントローラが、1つの RPD上の 1つの US
ポートにのみマッピングされます。現在、RPDでは最大 2つの USポートがサポートされて
おり、各ポートに対して 1つの USコントローラを設定できます。

コントローラプロファイルと RPD の設定の前提条件
コントローラプロファイルの設定では、次の制約事項が適用されます。

• RPDのプロファイル内のすべてのチャネルを一意にする必要があります。周波数がオーバー
ラップしないようにする必要があります。

•主要なコアは、少なくとも 1つのDOCSISダウンストリームプロファイルを備えている必要
があります

•予備的なコアに含めることができるのは、ビデオとアウトオブバンドプロファイルのみで
す。

• DSコントローラは、1つのプロファイルのみに関連付けることができます。

コントローラプロファイルと RPD の設定の制約事項
アップストリームコントローラプロファイルの設定では、次の制約事項が適用されます。

•レガシーコントローラの設定コマンドはサポートされません。

•レガシーコントローラの設定は、実行コンフィギュレーションで表示できません。

コントローラプロファイルと RPD の設定方法

このモジュールで参照するコマンドの詳細については、「Cisco IOSマスターコマンドリス
ト」を参照してください。

（注）

アップストリームコントローラプロファイルの設定

アップストリームコントローラプロファイルを設定するには、次の例に示されているとおり、

cable upstream controller-profileコマンドを使用します。
Router#cable upstream controller-profile 4
cable def-phy-burst 0
us-channel 0 chan-class-id 0
us-channel 0 channel-width 1600000 1600000
us-channel 0 docsis-mode atdma
us-channel 0 equalization-coefficient
us-channel 0 frequency 50000000
us-channel 0 hop-priority frequency modulation channel-width
us-channel 0 ingress-noise-cancellation 100
us-channel 0 maintain-psd
us-channel 0 max-logical-chans 1
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us-channel 0 minislot-size 4
us-channel 0 modulation-profile 221
us-channel 0 power-level 0
us-channel 0 rng-holdoff 0
us-channel 0 shutdown
us-channel 0 specsvl error-adaptive-profile 1
us-channel 0 threshold cnr-profiles 25 13
us-channel 0 threshold corr-fec 3
us-channel 0 threshold hysteresis 3
us-channel 0 threshold snr-profiles 25 13
us-channel 0 threshold uncorr-fec 1
...
end

アップストリームコントローラプロファイルの設定の確認

アップストリームコントローラプロファイルの設定を確認するには、次の例に示されているとお

り、show cable downstream controller-profileコマンドか show running-config | section upstream
controller-profile <ID>コマンドを使用します。
Router#show cable upstream controller-profile 0
Load for five secs: 2%/0%; one minute: 3%; five minutes: 3%
Time source is NTP, 15:14:27.916 CST Fri Feb 24 2017

Upstream controller-profile 0
Description:
Upstream controller-profile 0 is being used by controller Upstream-Cable:
8/0/1, 8/0/0
Controller Upstream-Cable
...

Upstream-channel 0
chan-class-id : 0x0
channel-width : 1600000 1600000
docsis-mode : atdma
...

show running-config | section upstream controller-profile <ID>コマンドの例
Router#show running-config | s cable upstream controller-profile 0
cable upstream controller-profile 0
us-channel 0 channel-width 1600000 1600000
us-channel 0 docsis-mode atdma
us-channel 0 equalization-coefficient
us-channel 0 frequency 6000000
us-channel 0 minislot-size 4
us-channel 0 modulation-profile 221
no us-channel 0 shutdown
us-channel 1 channel-width 1600000 1600000
us-channel 1 docsis-mode atdma
us-channel 1 equalization-coefficient
us-channel 1 frequency 7600000
us-channel 1 minislot-size 4
us-channel 1 modulation-profile 221
no us-channel 1 shutdown
us-channel 2 channel-width 1600000 1600000
us-channel 2 docsis-mode atdma
us-channel 2 equalization-coefficient
us-channel 2 frequency 9200000
us-channel 2 minislot-size 4
us-channel 2 modulation-profile 221
no us-channel 2 shutdown
us-channel 3 channel-width 1600000 1600000
us-channel 3 docsis-mode atdma
us-channel 3 equalization-coefficient
us-channel 3 frequency 10800000
us-channel 3 minislot-size 4
us-channel 3 modulation-profile 221
no us-channel 3 shutdown
us-channel 4 channel-width 1600000 1600000
us-channel 4 docsis-mode atdma
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us-channel 4 frequency 12400000
us-channel 4 minislot-size 4
us-channel 4 modulation-profile 221
no us-channel 4 shutdown
us-channel 5 channel-width 1600000 1600000
us-channel 5 docsis-mode atdma
us-channel 5 frequency 14000000
us-channel 5 minislot-size 4
us-channel 5 modulation-profile 221

US コントローラプロファイルに対する RPD の設定
アップストリームコントローラプロファイルを関連付けるように RPDを設定するには、次の例
に示されているとおり、rpd-ds <port-id>Upstream-Cable <slot/sub-slot/controller> [profile <id>]コ
マンドを使用します。
Router#cable rpd 1
identifier 0004.9f00.0743
core-interface Te8/1/0
principal
rpd-us 0 upstream-cable 8/0/0 profile 0
rpd-us 1 upstream-cable 8/0/1 profile 4
r-dti 11
rpd-event profile 0
---
end

ダウンストリームコントローラプロファイルの設定

ダウンストリームコントローラプロファイルを設定するには、次のコマンドを使用します。
configure terminal
cable downstream controller-profile <profile ID>
multicast-pool <id>
rf-chan 20 47
type video <SYNC | ASYNC>
frequency 231000000
rf-output NORMAL
qam-profile <profile ID>

multicast-pool <id>は、DEPIマルチキャストグループを定義します。ビデオタイプ <SYNC |
ASYNC>は、同期モードまたは非同期モードを定義します。

ダウンストリームコントローラプロファイルの設定の確認

ダウンストリームコントローラプロファイルの設定を確認するには、次の例に示されているとお

り、cable downstream controller-profileコマンドを使用します。
Router#show running-config | section downstream controller-profile
cable downstream controller-profile 0
rf-chan 0 3
type DOCSIS
frequency 111000000
rf-output NORMAL
qam-profile 1
docsis-channel-id 1
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DS コントローラプロファイルに対する RPD の設定
ダウンストリームコントローラプロファイルを関連付けるように RPDを設定するには、次のコ
マンドを使用します。
configure terminal
cable rpd RPD01
identifier 0004.9f31.0435
core-interface Te3/1/0
principal
rpd-ds 0 downstream-cable 3/0/0 profile 1
rpd-ds 0 downstream-cable 3/0/1 profile 2
rpd-us 0 upstream-cable 3/0/0 profile 1
core-interface te6/1/0
rpd-ds 0 downstream-cable 6/0/0 profile 2
r-dti 1
rpd-event profile 0

rpd-ds 0downstream-cable3/0/0 profile 1は、controller 3/0/0を DOCSISプロファイルであるprofile 1
と関連付けます。

rpd-ds 0 downstream-cable 3/0/1 profile 2は、controller 3/0/1をビデオプロファイルである profile 3
と関連付けます。

core-interface te6/1/0は、このRPDの予備インターフェイスを定義します。この予備インターフェ
イスは、ラインカードにダウンストリーム共有を設定するために使用されます。

コントローラプロファイルに対する RPD の関連付けの確認
ダウンストリームコントローラプロファイルの RPDとの関連付けを確認するには、次の例に示
されているとおり、show running-config | section cable rpd <ID>コマンドを使用します。
Router#show running-config | section cable rpd RPD01
cable rpd toi-test1
identifier 0000.1cbf.0000
core-interface Te2/1/0
principal
rpd-ds 0 downstream-cable 2/0/9 profile 0
rpd-event profile 0

ダウンストリーム共有の設定

この設定は任意です。DS共有は、マルチキャスト（MC）トラフィックに使用されます。ダウン
ストリーム共有を設定するには、次のコマンドを使用します。
configure terminal
cable rpd RPD01
core-interface Te3/1/0
principal
rpd-ds 0 downstream-cable 3/0/1 profile 2
cable rpd RPD02
core-interface te3/1/0
principal
rpd-ds 0 downstream-cable 3/0/1 profile 2
cable rpd RPD03
core-interface te6/1/0
principal
rpd-ds 0 downstream-cable 6/0/1 profile 3
core-interface te3/1/0
rpd-ds 0 downstream-cable 3/0/1 profile 2
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同じマルチキャストグループ内のすべての RPDは、同じコントローラとプロファイルの関連
付けを含んでいる必要があります。

（注）

ファイバノードでのコントローラの設定

ファイバノードでコントローラを設定するには、次の例に示されているとおり、cable fiber-node
コマンドを使用します。
cable fiber-node 113
downstream Downstream-Cable 8/0/0
upstream Upstream-Cable 8/0/1

CM RPD 関連付けの確認
ケーブルモデムに関連付けられた RPDを確認するには、次の例に示されているとおり、show
cable modem rpdコマンドを使用します。
Router# show cable modem rpd 0004.9f03.0249
Load for five secs: 4%/2%; one minute: 3%; five minutes: 4%
Time source is NTP, 10:48:11.763 CST Tue Feb 28 2017

D
MAC Address IP Address I/F MAC Prim RxPwr Timing Num I

State Sid (dBmv) Offset CPE P
0023.be5a.bb6c 10.10.10.12 C6/0/0/UB w-online 5 0.00 862 0 N
1859.3356.8876 10.10.10.13 C6/0/0/UB w-online 6 0.50 907 0 N

GCP 関連情報の表示
RPDの汎用コントロールプレーン（GCP）関連情報を表示するには、次の例に示されているコマ
ンドを使用します。
Router#show cable rpd 0004.9f03.0280 Te3/1/0 gcp-state

MAC Address IP Address I/F State Role HA Name
0004.9f03.0280 10.10.10.11 Te3/1/0 ready Pri Act 2

A06#show cable rpd 0004.9f03.0280 Te3/1/0 gcp-state
MAC Address IP Address I/F State Role HA Name
0004.9f03.0280 10.10.10.11 Te3/1/0 ready Pri Act 2

Router#show cable rpd name node te1/1/0 gcp-session

GCP Session ID : 10
Core Address : 10.100.10.11:8190
RPD Address : 10.10.10.11:60656
Next Hop MAC : 0004.9F00.0901
Session State : Active

Packet Statistics:
========================
Rx : 5038
Tx : 5034
Rx Dropped : 0
Tx Dropped : 0

Message Statistics:
========================
Rx : 5948
Tx : 5954
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Rx Dropped : 7
Tx Dropped : 0
Rx Illegal : 0
Tx Illegal : 0

Router#show cable rpd 120.102.6.7 te9/1/1 gcp-transaction
Load for five secs: 3%/1%; one minute: 4%; five minutes: 4%
No time source, *10:22:57.158 CST Thu Mar 16 2017

RPD ID I/F TRANS ID GCP MSG TYPE RCP MSG TYPE TIMESTAMP
---------------- ---------- ---------- ------------------------ --------------
-------------------------
0004.9f31.1007 Te9/1/1 7452 GCP_MSG_ID_EDS_RSP TYPE_REX 2017-03-16
10:22:54.440
0004.9f31.1007 Te9/1/1 7452 GCP_MSG_ID_EDS TYPE_REX 2017-03-16
10:22:54.415
0004.9f31.1007 Te9/1/1 7451 GCP_MSG_ID_EDS_RSP TYPE_REX 2017-03-16
10:22:54.240
0004.9f31.1007 Te9/1/1 7451 GCP_MSG_ID_EDS TYPE_REX 2017-03-16
10:22:54.215
0004.9f31.1007 Te9/1/1 7450 GCP_MSG_ID_EDS_RSP TYPE_REX 2017-03-16
10:22:54.040
0004.9f31.1007 Te9/1/1 7450 GCP_MSG_ID_EDS TYPE_REX 2017-03-16
10:22:54.015
0004.9f31.1007 Te9/1/1 7449 GCP_MSG_ID_EDS_RSP TYPE_REX 2017-03-16
10:22:53.836
0004.9f31.1007 Te9/1/1 7449 GCP_MSG_ID_EDS TYPE_REX 2017-03-16
10:22:53.815
0004.9f31.1007 Te9/1/1 7448 GCP_MSG_ID_EDS_RSP TYPE_REX 2017-03-16
10:22:50.236
0004.9f31.1007 Te9/1/1 7448 GCP_MSG_ID_EDS TYPE_REX 2017-03-16
10:22:50.215
0004.9f31.1007 Te9/1/1 7447 GCP_MSG_ID_EDS_RSP TYPE_REX 2017-03-16
10:22:50.038
0004.9f31.1007 Te9/1/1 7447 GCP_MSG_ID_EDS TYPE_REX 2017-03-16
10:22:50.015
0004.9f31.1007 Te9/1/1 7446 GCP_MSG_ID_EDS_RSP TYPE_REX 2017-03-16
10:22:49.839
0004.9f31.1007 Te9/1/1 7446 GCP_MSG_ID_EDS TYPE_REX 2017-03-16
10:22:49.815

DEPI 関連情報の表示
ダウンストリーム外部 PHYインターフェイス（DEPI）の関連情報を表示するには、次の例に示
されているコマンドを使用します。
Router#show cable rpd depi

DEPI Tunnel and Session Information Total tunnels 1 sessions 26
LocTunID RemTunID Remote Device State Remote Address Sessn L2TP Class

Count
338514820 671581873 0004.9f00.0901 est 10.10.10.11 26 rphy-l2tp-gl...

LocID RemID Pseudowire State Last Chg Uniq ID Type Mode RemSt
0x41040008 0x00000B02 US1/0/0:2(R) est 00:34:57 21 P PSP UP
0x41010000 0x00000600 US1/0/0:0(D) est 00:34:57 11 P PSP UP
0x00002006 0x00000405 DS1/0/0:5 est 00:34:57 6 P PSP UP
0x00002004 0x00000403 DS1/0/0:3 est 00:34:57 4 P PSP UP
0x4100000C 0x00000D03 US1/0/0:3(M) est 00:34:57 23 P PSP UP
0x00002002 0x00000401 DS1/0/0:1 est 00:34:57 2 P PSP UP
0x00002007 0x00000406 DS1/0/0:6 est 00:34:57 7 P PSP UP
0x00002008 0x00000407 DS1/0/0:7 est 00:34:57 8 P PSP UP
0x4101000C 0x00000603 US1/0/0:3(D) est 00:34:57 24 P PSP UP
0x41000004 0x00000D01 US1/0/0:1(M) est 00:34:57 15 P PSP UP
0x00002001 0x00000400 DS1/0/0:0 est 00:34:57 1 P PSP UP
0x41080008 0x00000F02 US1/0/0:2(S) est 00:34:57 22 P PSP UP
0x41010004 0x00000601 US1/0/0:1(D) est 00:34:57 16 P PSP UP
0x41020000 0x00000800 US1/0/0:0(B) est 00:34:57 12 P PSP UP
0x00002009 0x00000408 DS1/0/0:8 est 00:34:57 9 P PSP UP
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0x41010008 0x00000602 US1/0/0:2(D) est 00:34:57 20 P PSP UP
0x41000008 0x00000D02 US1/0/0:2(M) est 00:34:57 19 P PSP UP
0x4108000C 0x00000F03 US1/0/0:3(S) est 00:34:57 26 P PSP UP
0x00002003 0x00000402 DS1/0/0:2 est 00:34:57 3 P PSP UP
0x41080000 0x00000F00 US1/0/0:0(S) est 00:34:57 14 P PSP UP
0x41040004 0x00000B01 US1/0/0:1(R) est 00:34:57 17 P PSP UP
0x41080004 0x00000F01 US1/0/0:1(S) est 00:34:57 18 P PSP UP
0x41000000 0x00000D00 US1/0/0:0(M) est 00:34:56 10 P PSP UP
0x00002005 0x00000404 DS1/0/0:4 est 00:34:56 5 P PSP UP
0x4104000C 0x00000B03 US1/0/0:3(R) est 00:34:56 25 P PSP UP
0x41040000 0x00000B00 US1/0/0:0(R) est 00:34:56 13 P PSP UP

outer#show cable rpd 0004.9f03.0214 te7/1/0 depi tunnel

Load for five secs: 7%/2%; one minute: 6%; five minutes: 6%
No time source, *12:41:44.228 CST Mon Mar 20 2017

LocTunID RemTunID Remote Device State Remote Address Sessn L2TP Class
Count

3388764998 1054297851 0004.9f03.0214 est 10.10.10.11 29 rphy-l2tp-gl...

表 15：show cable rpd depi のフィールドの説明

説明フィールド

ローカルセッション ID。LocID

リモートセッション ID。RemID

USは UEPIセッションを意味し、DSは DEPI
セッションを意味します。この文字列は、ライ

ンカードスロット1、コントローラ0、RFチャ
ネル 2での UEPIセッションを意味します。

US1/0/0:2(R)

確立された状態。est in State

主要なラインカードの情報。P in Type

トラブルシューティングのヒント

設定エラーが生じた場合は、次のトラブルシューティングのヒントを参照してください。

DSコントローラプロファイルとケーブル RPDを設定すると、RPDステータスに関係なく、コン
トローラのステータスを確認できます。チャネルの状態が DOWNの場合、デバッグオプション
を使用して理由を表示します。
Router#show controllers downstream-Cable 6/0/1 rf-channel 20 <verbose>
Chan State Admin Frequency Type Annex Mod srate Interleaver dcid output
20 UP UP 231000000 VIDEO-SYNC B 256 5361 I128-J1 - NORMAL

設定例

このセクションでは、R-PHYコントローラプロファイルの設定例を示します。
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例：コントローラプロファイルの設定

アップストリームコントローラプロファイルの設定

configure terminal
cable upstream controller-profile 2
cable def-phy-burst 0
us-channel 0 chan-class-id 0
us-channel 0 channel-width 1600000 1600000
us-channel 0 docsis-mode atdma
us-channel 0 equalization-coefficient
us-channel 0 frequency 50000000
us-channel 0 hop-priority frequency modulation channel-width
us-channel 0 ingress-noise-cancellation 100
us-channel 0 maintain-psd
us-channel 0 max-logical-chans 1
us-channel 0 minislot-size 4
us-channel 0 modulation-profile 221
us-channel 0 power-level 0
us-channel 0 rng-holdoff 0
us-channel 0 shutdown
us-channel 0 specsvl error-adaptive-profile 1
us-channel 0 threshold cnr-profiles 25 13
us-channel 0 threshold corr-fec 3
us-channel 0 threshold hysteresis 3
us-channel 0 threshold snr-profiles 25 13
us-channel 0 threshold uncorr-fec 1
...
end

ダウンストリームコントローラプロファイルの設定

configure terminal
cable downstream controller-profile 1
multicast-pool 20
Rf-channel 0 15
Type docsis
Frequency 111000000
Rf-output NORMAL
Qam-profile 1
Docsis-channel-id 1
cable downstream controller-profile 2
multicast-pool 20
Rf-channel 20 47
Type video sync
Frequency 231000000
Rf-output NORMAL
Qam-profile 14

例：ダウンストリーム共有の設定
cable rpd RPD01
identifier 0004.9f31.0979
core-interface te6/1/0
principal
rpd-ds 0 downstream-cable 6/0/0 profile 1
rpd-ds 0 downstream-cable 6/0/1 profile 2
rpd-us 0 upstream-cable 6/0/0 profile 1
r-dti 6
rpd-event profile 0
cable rpd RPD2
identifier 0004.9f31.1437
core-interface Te3/1/0
principal
rpd-ds 0 downstream-cable 3/0/0 profile 1
rpd-us 0 upstream-cable 3/0/0 profile 1
core-interface Te6/1/0
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rpd-ds 0 downstream-cable 6/0/1 profile 2
r-dti 3
rpd-event profile 0

Remote PHY コントローラプロファイルと RPD の設定に関する機能情
報

Cisco Feature Navigatorを使用すると、プラットフォームおよびソフトウェアイメージのサポート
情報を検索できます。Cisco Feature Navigatorを使用すると、ソフトウェアイメージがサポートす
る特定のソフトウェアリリース、フィーチャセット、またはプラットフォームを確認できます。

Cisco Feature Navigatorには、http://www.cisco.com/go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウ
ントは必要ありません。

次の表には、一連のソフトウェアリリースのうち、その機能が初めて導入されたソフトウェ

アリリースだけが記載されています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連の

ソフトウェアリリースでもサポートされます。

（注）

表 16：Remote PHY コントローラプロファイルと RPD の設定に関する機能情報

機能情報リリース機能名

この機能が Cisco Remote PHY
デバイスに追加されました。

Cisco RPD IOS 1.1ノードによる大規模コントロー

ラサポート（32DS/64US）

この機能が Cisco Remote PHY
デバイスに追加されました。

Cisco RPD IOS 1.1シャーシごとに 256の RPDを
サポート

この機能が Cisco Remote PHY
デバイスに追加されました。

Cisco RPD IOS 1.1コントローラプロファイルの

設定

この機能が Cisco Remote PHY
デバイスに追加されました。

Cisco RPD IOS 1.1US 128チャネル
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第 9 章

Cisco リモート PHY デバイスのダウンスト
リームの仮想分割

機能情報の確認

ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報と注意事項については、ご使用のプラットフォームと

ソフトウェアリリースに対応したリリースノートを参照してください。このモジュールに記載

されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合

は、このマニュアルの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorには、http://
tools.cisco.com/ITDIT/CFN/からアクセスできます。http://www.cisco.com/のアカウントは必要あり
ません。

• Ciscoリモート PHYデバイスのハードウェア互換性マトリックス, 69 ページ

• RPDダウンストリームの仮想分割に関する情報, 70 ページ

• RPDダウンストリームの仮想分割の設定方法, 70 ページ

• 例：RPDダウンストリーム仮想分割の設定, 74 ページ

• RPDダウンストリーム仮想分割に関する機能情報, 76 ページ

Cisco リモート PHY デバイスのハードウェア互換性マトリックス

Ciscoリモート PHYデバイスのあるリリースで導入されたハードウェアコンポーネントは、
特に明記しない限り、それ以降のすべてのリリースでもサポートされます。

（注）
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表 17：Cisco リモート PHY デバイスのハードウェア互換性マトリックス

リモート PHY デバイスCisco HFC プラットフォーム

Cisco RPD IOS 1.1以降のリリース

シスコリモート PHYデバイス 1x2

• PID—RPD-1X2=

Cisco GS7000ノード

RPD ダウンストリームの仮想分割に関する情報
CCAPコアと RPD間のマルチキャスト配信の主な使用例は、単一の CCAPコア要素から複数の
RPDへのブロードキャストビデオサービスの配信です。これにより、単一の CCAPコア要素が
ストリームを生成し、同じブロードキャストラインナップを受信するよう設定されたすべての

RPDに提供できるようになり、システムの拡張が可能になります。ブロードキャスト提供グルー
プは比較的大きいため（10万人以上のサブスクライバ）、マルチキャストを使用して同一コピー
を数百台のリモート PHYデバイスに配信することで、オペレータは大幅にコストを削減できま
す。このメカニズムは、MPEG QAMチャネル経由で配信されるブロードキャストビデオ、また
は DOCSIS上の IP経由で配信されるブロードキャストビデオに使用できます。これは、QAM
チャネル全体を複数の RPDに複製するためのものです。

RPD ダウンストリームの仮想分割の設定方法
ここでは、Cisco cBR-8上でのダウンストリームの仮想分割の設定方法について説明します。

マルチキャスト DEPI プールの設定
マルチキャスト DEPIプールを設定するには、次の手順を実行します。
configure terminal
cable depi multicast pool id
ip address ip mask
マルチキャスト DEPIプールの設定を確認するには、次の例に示されているとおり、show cable
depi multicast pool コマンドを使用します。
Router# show cable depi multicast pool
POOL ID Net IP Net Mask DESCRIPTION
1 225.225.225.0 255.255.255.0
2 224.244.244.0 255.255.255.0
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ダウンストリームコントローラプロファイルでのマルチキャスト共有の有効化

ダウンストリームコントローラプロファイルでマルチキャスト共有を有効にするには、次の手順

を実行します。

configure terminal
cable downstream controller-profile id
multicast-pool id
次に、コントローラプロファイルと関連 RFチャネルのその他のパラメータを設定します。

ダウンストリームコントローラプロファイルでマルチキャスト共有が有効になっていることを確

認するには、次の例に示されているとおり、show cable downstream controller-profile コマンドを
使用します。

Router# show cable downstream controller-profile 1
Load for five secs: 8%/1%; one minute: 10%; five minutes: 10%
No time source, *07:14:32.551 CST Tue Nov 15 2016
Downstream controller-profile 1
Description:
Downstream controller-profile 1 is being used by controller Downstream-Cable:
3/0/0,
Admin: UP
MaxOfdmSpectrum: 0
MaxCarrier: 128
BasePower: 33.0 dBmV
Mode: normal
Frequency profile: unconfigured
DS Splitting: Yes
Multicast Pool ID: 1

同じダウンストリームコントローラおよびプロファイルを含む RPD の設定
同じダウンストリームコントローラとプロファイルを含むRPDを設定するには、次の手順を実行
します。

configure terminal
cable rpd name
identifier id
core-interface TenGigabitEthernet slot/subslot/port
principal
rpd-ds 0 downstream-cable slot/subslot/port profile id
rpd-us 0 upstream-cable slot/subslot/port profile id
r-dti id
rpd-event profile id

マルチキャストDEPIを実装するには、同じダウンストリームコントローラとプロファイルを
含む少なくとも 2つの RPDを設定します。

（注）

複数のファイバノードに対する RPD の設定
異なるファイバノードに対して RPDを設定するには、次の手順を実行します。
configure terminal
cable fiber-node id
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downstream Downstream-Cable slot/subslot/port
upstream Upstream-Cable slot/subslot/port

マルチキャストDEPIを実装するには、同じダウンストリームコントローラを含む少なくとも
2つのファイバノードを設定します。

（注）

MAC ドメインに対する RPD の設定
MACドメインに対して RPDを設定するには、次の手順を実行します。
configure terminal
interface cable slot/subslot/port
downstream Downstream-Cable slot/subslot/port rf-channel id
upstream index Upstream-Cable slot/subslot/port us-channel index
cable upstream index jumbo-grants
cable upstream balance-scheduling
cable upstream bonding-group id
upstream id
attributes 800000F0
cable bundle id
cable map-advance static value
cable sid-cluster-group num-of-cluster value
cable sid-cluster-switching max-request value

別個の RPDを、1つのMACドメインまたは複数のMACドメインで同じダウンストリームコ
ントローラを共有するように設定できます。

（注）

Cisco cBR-8 ルータでのマルチキャストの有効化
cBR-8でマルチキャストを有効にするには、次の手順を実行します。
configure terminal
ip multicast-routing distributed

レイヤ 2 スイッチでのマルチキャストの有効化
レイヤ 2スイッチでマルチキャストを有効にするには、次の手順を実行します。
configure terminal
ip igmp snooping
vlan configuration vlan
ip igmp snooping querier ip
必要となるのは、DPICと RPDの間の 1つのスイッチで、IGMPスヌーピンググループを作成す
ることだけです。

DPICと RPDの間の接続に使用される VLANに、IGMPスヌーピンググループを作成します。
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IGMPスヌーピングクエリアに使用される IPアドレスは、システムの既存の IPアドレスとの競
合がないいずれかのアドレスにすることができます。

レイヤ 3 ルータでのマルチキャストの有効化
レイヤ 3ルータでマルチキャストを有効にするには、次の手順を実行します。
configure terminal
ip pim ssm default
interface gigabitEthernet 0/0/0
ip pim sparse-dense-mode
ip igmp version 3
DPICと RPDの間のすべてのルータで SSMを有効にする必要があります。

すべての PIMネイバーをすべてのルータで有効にする必要があります。

PIMネイバーは、スパース -デンスモードまたはスパースモードを使用できます。

cBR-8 側の RPD ダウンストリームの仮想分割設定の確認
cBR-8側の RPDダウンストリームの仮想分割設定を確認するには、次の例に示す手順を実行し、
これらの条件が満たされているかどうかを確認します。

• show cable rpd depi | in Dsコマンドの出力で、リモートセッション IDが 0x8で始まること。
Router# show cable rpd depi | in Ds
0x40003F21 0x80003D22 1377638051 Ds3/0/0:0 est 04:20:36 1 P
0x40003F31 0x80003D32 1377638051 Ds3/0/0:16 est 04:20:35 3 P
0x40003F41 0x80003D42 1377638051 Ds3/0/0:32 est 04:20:35 5 P
0x40003F39 0x80003D3A 1377638051 Ds3/0/0:24 est 04:20:35 4 P
0x40003F29 0x80003D2A 1377638051 Ds3/0/0:8 est 04:20:34 2 P
0x40103F21 0x80003D22 1404837649 Ds3/0/0:0 est 00:07:21 14 P
0x40103F39 0x80003D3A 1404837649 Ds3/0/0:24 est 00:07:21 17 P
0x40103F41 0x80003D42 1404837649 Ds3/0/0:32 est 00:07:21 18 P
0x40103F29 0x80003D2A 1404837649 Ds3/0/0:8 est 00:07:21 15 P
0x40103F31 0x80003D32 1404837649 Ds3/0/0:16 est 00:07:21 16 P

• show cable depi multicast ip allコマンドの出力に、割り当てられた IPとプール IDがあるこ
と。

Router# show cable depi multicast ip all
Load for five secs: 7%/2%; one minute: 8%; five minutes: 8%
No time source, *23:00:55.344 CST Sun Nov 13 2016
ASSIGNED IP POOL ID CONTROLLER
225.225.225.0 1 3/0/0

• show cable modem rpdコマンドの出力で、ケーブルモデムがオンラインであること。
Router# show cable modem
Load for five secs: 8%/3%; one minute: 9%; five minutes: 9%
No time source, *16:06:52.191 CST Thu Mar 2 2017

D
MAC Address IP Address I/F MAC Prim RxPwr Timing Num
I

State Sid (dBmv) Offset CPE
P
5039.558a.6c1c 40.242.0.17 C7/0/0/U1 online 5 0.50 816 0
N

5039.558a.754a 40.242.9.201 C7/0/0/U0 online 6 0.00 814 0
N

5039.558a.754e 40.242.9.207 C7/0/0/U0 online 7 0.00 814 0
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N
5039.558a.6b98 40.242.0.16 C7/0/0/U0 online 8 0.00 817 0
N

0025.2e34.4380 40.242.62.172 C7/0/1/U1 online 2 0.00 783 0
N

Router# show cable rpd
Load for five secs: 8%/3%; one minute: 9%; five minutes: 9%
No time source, *16:06:55.706 CST Thu Mar 2 2017

MAC Address IP Address I/F State Role HA Name
0004.9f03.0214 120.105.4.7 Te7/1/0 online Pri Act rpd_b
000c.2923.9991 120.105.4.6 Te7/1/0 online Pri Act rpd_a
000c.2923.9991 120.105.4.6 Te6/1/0 online Aux Act rpd_a

Router# show cable modem rpd 0004.9f03.0214
Load for five secs: 8%/3%; one minute: 9%; five minutes: 9%
No time source, *16:07:07.790 CST Thu Mar 2 2017

D
MAC Address IP Address I/F MAC Prim RxPwr Timing Num
I

State Sid (dBmv) Offset CPE
P
5039.558a.6c1c 40.242.0.17 C7/0/0/U1 online 5 0.50 816 0
N

5039.558a.754a 40.242.9.201 C7/0/0/U0 online 6 0.00 814 0
N

5039.558a.754e 40.242.9.207 C7/0/0/U0 online 7 0.00 814 0
N

ノード側の RPD 仮想ダウンストリームの分割設定の確認
ノード側のRPDダウンストリームの仮想分割設定を確認するには、次の例に示す手順を実行し、
これらの条件が満たされているかどうかを確認します。

•すべての L2TPセッション IDは 800から開始していること。
Router# show l2tp session
L2TP Tunnel Information Total tunnels 1 sessions 13
LocSessID RemSessID LocTunID RemTunID State Type Last Chg
80003d22 40103f21 9fef9255 53bc1f11 est MCM 07:10:54 2016-11-13
80003d2a 40103f29 9fef9255 53bc1f11 est MCM 07:10:57 2016-11-13
80003d42 40103f41 9fef9255 53bc1f11 est MCM 07:10:56 2016-11-13
80003d32 40103f31 9fef9255 53bc1f11 est MCM 07:10:59 2016-11-13
80003d3a 40103f39 9fef9255 53bc1f11 est MCM 07:10:56 2016-11-13

•すべてのダウンストリーム DEPI SrcIPは、cBR-8側と同じマルチキャスト IPであること。
Router# show downstream depi configuration
Channel PwSubtype SessionId SrcIp
0 MCM 2147499298 225.225.225.0
8 MCM 2147499306 225.225.225.0
16 MCM 2147499314 225.225.225.0
24 MCM 2147499322 225.225.225.0
32 MCM 2147499330 225.225.225.0

例：RPD ダウンストリーム仮想分割の設定
次の例は、RPDダウンストリーム仮想分割を設定する方法を示しています。
Router# configure terminal
Router(config)# cable depi multicast pool 1
Router(config-multicast-pool)# ip address 225.225.225.0 255.255.255.0
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Router(config-multicast-pool)# exit
Router(config)# cable downstream controller-profile 0
Router(config-controller-profile)# multicast-pool 1
Router(config-controller-profile)# max-carrier 128
Router(config-controller-profile)# base-channel-power 34
Router(config-controller-profile)# rf-chan 0 95
Router (config-prof-rf-chan)# type DOCSIS
Router (config-prof-rf-chan)# frequency 285000000
Router (config-prof-rf-chan)# rf-output NORMAL
Router (config-prof-rf-chan)# qam-profile 1
Router (config-prof-rf-chan)# power-adjust 0
Router (config-prof-rf-chan)# docsis-channel-id 1
Router (config-prof-rf-chan)# end
Router# configure terminal
Router(config)# cable rpd node_1
Router(config-rpd)# identifier 0004.9f03.0214
Router(config-rpd)# core-interface Te9/1/0
Router(config-rpd-core)# principal
Router(config-rpd-core)# rpd-ds 0 downstream-cable 9/0/0 profile 0
Router(config-rpd-core)# rpd-us 0 upstream-cable 9/0/0 profile 221
Router(config-rpd-core)# exit
Router(config-rpd)# r-dti 20
Router(config-rpd)# rpd-event profile 0
Router(config-rpd)# exit
Router(config)# cable rpd node_2
Router(config-rpd)# identifier 000c.2923.9991
Router(config-rpd)# core-interface Te9/1/0
Router(config-rpd-core)# principal
Router(config-rpd-core)# rpd-ds 0 downstream-cable 9/0/0 profile 0
Router(config-rpd-core)# rpd-us 0 upstream-cable 9/0/1 profile 221
Router(config-rpd-core)# exit
Router(config-rpd)# r-dti 20
Router(config-rpd)# rpd-event profile 0
Router(config-rpd)# exit
Router(config)# cable fiber-node 100
Router(config-fiber-node)# downstream Downstream-Cable 9/0/0
Router(config-fiber-node)# upstream Upstream-Cable 9/0/0
Router(config-fiber-node)# exit
Router(config)# cable fiber-node 101
Router(config-fiber-node)# downstream Downstream-Cable 9/0/0
Router(config-fiber-node)# upstream Upstream-Cable 9/0/1
Router(config-fiber-node)# exit
Router(config)# interface Cable 9/0/0
Router(config-if)# downstream Downstream-Cable 9/0/0 rf-channel 0
Router(config-if)# downstream Downstream-Cable 9/0/0 rf-channel 8
Router(config-if)# upstream 0 Upstream-Cable 9/0/0 us-channel 0
Router(config-if)# upstream 1 Upstream-Cable 9/0/0 us-channel 1
Router(config-if)# upstream 2 Upstream-Cable 9/0/0 us-channel 2
Router(config-if)# upstream 3 Upstream-Cable 9/0/0 us-channel 3
Router(config-if)# upstream 4 Upstream-Cable 9/0/1 us-channel 0
Router(config-if)# upstream 5 Upstream-Cable 9/0/1 us-channel 1
Router(config-if)# upstream 6 Upstream-Cable 9/0/1 us-channel 2
Router(config-if)# upstream 7 Upstream-Cable 9/0/1 us-channel 3
Router(config-if)# cable upstream 0 jumbo-grants
Router(config-if)# cable upstream balance-scheduling
Router(config-if)# cable upstream bonding-group 1
Router(config-upstream-bonding)# upstream 0
Router(config-upstream-bonding)# upstream 1
Router(config-upstream-bonding)# upstream 2
Router(config-upstream-bonding)# upstream 3
Router(config-upstream-bonding)# attributes 800000F0
Router(config-upstream-bonding)# exit
Router(config-if)# cable upstream bonding-group 2
Router(config-upstream-bonding)# upstream 4
Router(config-upstream-bonding)# upstream 5
Router(config-upstream-bonding)# upstream 6
Router(config-upstream-bonding)# upstream 7
Router(config-upstream-bonding)# attributes 8000000F
Router(config-upstream-bonding)# exit
Router(config-if)# cable bundle 1
Router(config-if)# cable map-advance static 1000
Router(config-if)# cable sid-cluster-group num-of-cluster 2
Router(config-if)# cable sid-cluster-switching max-request 2
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Router(config-if)# exit
Router(config)# ip multicast-routing distributed
Router(config)# interface TenGigabitEthernet 9/1/0
Router(config-if)# ip address 192.168.3.1 255.255.255.0
Router(config-if)# end

RPD ダウンストリーム仮想分割に関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースのみを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 18：RPD ダウンストリーム仮想分割に関する機能情報

機能情報リリース機能名

この機能が Cisco cBRシリーズ
コンバージドブロードバンド

ルータに追加されました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1DS仮想分割
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第 10 章

Cisco リモート PHY ビデオの設定

機能情報の確認

ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報と注意事項については、ご使用のプラットフォームと

ソフトウェアリリースに対応したリリースノートを参照してください。このモジュールに記載

されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合

は、このマニュアルの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorには、http://
tools.cisco.com/ITDIT/CFN/からアクセスできます。http://www.cisco.com/のアカウントは必要あり
ません。

• Ciscoリモート PHYデバイスのハードウェア互換性マトリックス, 79 ページ

• R-PHYビデオの設定に関する情報, 80 ページ

• R-PHYビデオの設定方法, 83 ページ

• 例：R-PHYビデオの設定, 85 ページ

• Remote PHYビデオの機能情報, 86 ページ

Cisco リモート PHY デバイスのハードウェア互換性マトリックス

Ciscoリモート PHYデバイスのあるリリースで導入されたハードウェアコンポーネントは、
特に明記しない限り、それ以降のすべてのリリースでもサポートされます。

（注）
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表 19：Cisco リモート PHY デバイスのハードウェア互換性マトリックス

リモート PHY デバイスCisco HFC プラットフォーム

Cisco RPD IOS 1.1以降のリリース

シスコリモート PHYデバイス 1x2

• PID—RPD-1X2=

Cisco GS7000ノード

R-PHY ビデオの設定に関する情報
コントローラプロファイルでは、このプロファイルに属するRFチャネルと、そのRFパラメータ
を指定します。プロファイルは、ユニキャストまたはマルチキャストのいずれかです。

マルチキャストプロファイルはダウンストリームの共有に使用されます。複数のリモート PHY
デバイス（RPD）を、同じダウンストリームコントローラを受信するように設定できます。トラ
フィックは、ダウンストリームコントローラを受信するよう設定されたすべての RPDにマルチ
キャストされます。アプリケーションには、ビデオオンデマンド（VOD）、スイッチドデジタ
ルビデオ（SDV）、ブロードキャストビデオが含まれます。

RPD設定には、1つの主コアインターフェイスと、最大 4つの補助コアインターフェイスがあり
ます。主コアでは、RPDが接続する DPICインターフェイスを指定します。補助コアでは、ダウ
ンストリーム共有に使用できる外部 DPICインターフェイスを指定します。補助コアは現在、ナ
ローキャストビデオ、ブロードキャストビデオ、およびアウトオブバンドデータシグナリング

パス（OOB）のみに使用されます。

ラインカード冗長性

リモート PHY（R-PHY）設定では、RPDはアクティブラインカードとスタンバイラインカード
の両方に接続し、アクティブラインカードへのアクティブな接続機能と、スタンバイ状態にある

ラインカードへのスタンバイ接続機能を備えています。RPD側から、アクティブコアとスタンバ
イコアに個別に接続します。

各RPDには 1つのメインコアがあります。複数の補助コアがある場合もあります。LCHAは複数
コアをサポートする必要があります。これらのコアは同じラインカード上にある場合と、異なる
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ラインカード上にある場合があります。スタンバイラインカードのポートは、アクティブライン

カード上にあるすべての同じポートを保護できます。

図 13：同じラインカード上の複数コア

上記の図では、RPDには同じアクティブラインカードに接続された複数のコアがあります。LCHA
をサポートするには、RPDをスタンバイラインカードの同じポートに接続する必要があります。
このように、RPDにはアクティブコアを保護するための複数のスタンバイコアがあります。スタ
ンバイコアには、アクティブコアと同じリソースがあります。
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複数コアが異なるアクティブラインカードに接続する場合、ラインカードの異なるポートに接続

すると、異なるスタンバイコアになります。アクティブコアが異なるラインカード上の同じポー

トに接続すると、それらは 1つのスタンバイコアを共有します。

図 14：異なるラインカード上の複数コア

上記の図では、RPDに 2つのスタンバイコアがあります。1つのスタンバイコアはスタンバイラ
インカードのポート 6に接続し、アクティブラインカード 2のポート 6に接続するアクティブコ
アを保護できます。もう一方のスタンバイコアはスタンバイラインカードのポート 0に接続し、
ラインカード 0およびラインカード 1のポート 0に接続するアクティブコアを保護できます。し
たがって、スタンバイコア 0には、アクティブコア 0とアクティブコア 1の両方のリソースが
含まれています。

アクティブラインカード 0がスタンバイラインカードにフェールオーバーすると、スタンバイ
コア 1は削除され、スタンバイコア 0がアクティブコア 0のリソースをアクティブにします。ラ
インカード 2がスタンバイラインカードにフェールオーバーすると、スタンバイコア 0は削除さ
れ、スタンバイコア 1がアクティブコア 3でアクティブになります。

ラインカード冗長性の詳細については、「ラインカード冗長性」を参照してください。

スーパーバイザ冗長性

iCMTS設定の SUP高可用性リカバリプロセスと比較し、リモート PHY SUP高可用性リカバリプ
ロセスでは、RPDステータスが次の例に示すように変化します。
show cable rpd 0004.9f00.0625 lcha-cores
MAC Address IP Address I/F State Role HA Name
0004.9f00.0625 120.105.6.10 Te0/1/1 recovering Pri Act node1
0004.9f00.0625 120.105.6.10 Te9/1/1 recovering NA Sby node1

show cable rpd 0004.9f00.0625 lcha-cores
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MAC Address IP Address I/F State Role HA Name
0004.9f00.0625 120.105.6.10 Te0/1/1 init(l2tp) Pri Act node1
0004.9f00.0625 120.105.6.10 Te9/1/1 init(l2tp) NA Sby node1

show cable rpd 0004.9f00.0625 lcha-cores
MAC Address IP Address I/F State Role HA Name
0004.9f00.0625 120.105.6.10 Te0/1/1 online Pri Act node1
0004.9f00.0625 120.105.6.10 Te9/1/1 online NA Sby node1

RPDステータスは、回復からオンラインに変わり、これは SUP冗長性がリモート PHY設定で機
能していることを示します。

SUPの冗長性の詳細については、「スーパーバイザ冗長性」を参照してください。

R-PHY ビデオの設定方法
ここでは、Cisco cBR-8上での R-PHYビデオの設定方法について説明します。

ダウンストリームコントローラプロファイルの設定

ダウンストリームコントローラプロファイルを設定するには、次の例を使用します。

Router# configure terminal
Router(config)# cable depi multicast pool 20
Router(config-multicast-pool)# ip address 225.28.0.0 255.255.0.0
Router(config-multicast-pool)# exit
Router(config)# cable downstream controller-profile 1
Router(config-controller-profile)# multicast-pool 20
Router(config-controller-profile)# rf-chan 0 15
Router(config-prof-rf-chan)# type docsis
Router(config-prof-rf-chan)# frequency 111000000
Router(config-prof-rf-chan)# rf-output normal
Router(config-prof-rf-chan)# qam-profile 1
Router(config-prof-rf-chan)# docsis-channel-id 1
Router(config-prof-rf-chan)# exit
Router(config-controller-profile)# rf-chan 16 19
Router(config-prof-rf-chan)# type video sync
Router(config-prof-rf-chan)# frequency 699000000
Router(config-prof-rf-chan)# rf-output normal
Router(config-prof-rf-chan)# qam-profile 1
Router(config-prof-rf-chan)# exit
Router(config-controller-profile)# exit
Router(config)# cable downstream controller-profile 2
Router(config-controller-profile)# multicast-pool 1
Router(config-controller-profile)# rf-chan 20 47
Router(config-prof-rf-chan)# type video sync
Router(config-prof-rf-chan)# frequency 231000000
Router(config-prof-rf-chan)# rf-output normal
Router(config-prof-rf-chan)# qam-profile 4

上の例では、2つのプロファイルが設定されますが、プロファイル 1は混在プロファイルで、プ
ロファイル 2はビデオのみのプロファイルです。

RPD の設定
コントローラプロファイルを含むように RPDを設定するには、次の例に従います。
Router# configure terminal
Router(config)# cable rpd RPD01
Router(config-rpd)# identifier 0004.9f31.0455
Router(config-rpd)# core-interface Te3/1/0
Router(config-rpd-core)# principal
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Router(config-rpd-core)# rpd-ds 0 downstream-cable 3/0/0 profile 1
Router(config-rpd-core)# rpd-ds 0 downstream-cable 3/0/1 profile 2
Router(config-rpd-core)# rpd-us 0 upstream-cable 3/0/0 profile 1
Router(config-rpd-core)# exit
Router(config-rpd)# core-interface te6/1/0
Router(config-rpd-core)# rpd-ds 0 downstream-cable 6/0/0 profile 2
Router(config-rpd-core)# exit
Router(config-rpd)# r-dti 1
Router(config-rpd)# rpd-event profile 0

（注） • RPDのプロファイル内のすべてのチャネルは一意にし、周波数が相互にオーバーラップ
しないようにする必要があります。

•主要なコアには、少なくとも 1つの DOCSISダウンストリームプロファイルが存在する
必要があります。

•予備的なコアに含めることができるのは、ビデオとアウトオブバンドプロファイルのみ
です。

•ダウンストリームコントローラは、1つのプロファイルのみに関連付けることができま
す。

ダウンストリームコントローラプロファイルの設定

ダウンストリーム共有は、マルチキャスト（MC）トラフィックに使用されます。ダウンストリー
ム共有を設定するには、次の例に従います。

Router# configure terminal
Router(config)# cable rpd RPD01
Router(config-rpd)# core-interface Te3/1/0
Router(config-rpd-core)# principal
Router(config-rpd-core)# rpd-ds 0 downstream-cable 3/0/1 profile 2
Router(config-rpd-core)# exit
Router(config-rpd)# exit
Router(config)# cable rpd RPD02
Router(config-rpd)# core-interface te3/1/0
Router(config-rpd-core)# principal
Router(config-rpd-core)# rpd-ds 0 downstream-cable 3/0/1 profile 2
Router(config-rpd-core)# exit
Router(config-rpd)# exit
Router(config)# cable rpd RPD03
Router(config-rpd)# core-interface te6/1/0
Router(config-rpd-core)# principal
Router(config-rpd-core)# rpd-ds 0 downstream-cable 6/0/1 profile 3
Router(config-rpd-core)# exit
Router(config-rpd)# core-interface te3/1/0
Router(config-rpd-core)# rpd-ds 0 downstream-cable 3/0/1 profile 2

同じマルチキャストグループ内のすべての RPDは、同じコントローラとプロファイルの関連
付けを含んでいます。

（注）
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ビデオの設定

ビデオを設定するには、『Cisco Converged BroadbandRouters Video ConfigurationGuide for Cisco IOS
XE Everest 16.5.1』を参照してください。

例：R-PHY ビデオの設定
次の例は、Remote-PHYビデオを設定する方法を示しています。
Router# configure terminal
Router(config)# cable downstream qam-profile 7
Router(config-qam-prof)# annex B modulation 256
Router(config-qam-prof)# interleaver-depth I32-J4
Router(config-qam-prof)# symbol-rate 5361
Router(config-qam-prof)# spectrum-inversion off
Router(config-qam-prof)# description default-annex-b-256-qam
Router(config-qam-prof)# exit
Router(config)# cable depi multicast pool 20
Router(config-multicast-pool)# ip address 225.28.0.0 255.255.0.0
Router(config-multicast-pool)# exit
Router(config)# cable downstream controller-profile 1
Router(config-controller-profile)# multicast-pool 20
Router(config-controller-profile)# rf-channel 0 15
Router(config-prof-rf-chan)# type docsis
Router(config-prof-rf-chan)# frequency 111000000
Router(config-prof-rf-chan)# rf-output NORMAL
Router(config-prof-rf-chan)# qam-profile 7
Router(config-prof-rf-chan)# docsis-channel-id 1
Router(config-prof-rf-chan)# exit
Router(config-controller-profile)# exit
Router(config)# cable downstream controller-profile 2
Router(config-controller-profile)# multicast-pool 20
Router(config-controller-profile)# rf-channel 20 47
Router(config-prof-rf-chan)# type video sync
Router(config-prof-rf-chan)# frequency 231000000
Router(config-prof-rf-chan)# rf-output NORMAL
Router(config-prof-rf-chan)# qam-profile 7
Router(config-prof-rf-chan)# exit
Router(config-controller-profile)# exit
Router(config)# cable rpd RPD01
Router(config-rpd)# identifier 0004.9f31.0979
Router(config-rpd)# core-interface te6/1/0
Router(config-rpd-core)# principal
Router(config-rpd-core)# rpd-ds 0 downstream-cable 6/0/0 profile 1
Router(config-rpd-core)# rpd-ds 0 downstream-cable 6/0/1 profile 2
Router(config-rpd-core)# rpd-us 0 upstream-cable 6/0/0 profile 1
Router(config-rpd-core)# exit
Router(config-rpd)# r-dti 6
Router(config-rpd)# rpd-event profile 0
Router(config-rpd)# exit
Router(config)# cable rpd RPD2
Router(config-rpd)# identifier 0004.9f31.1437
Router(config-rpd)# core-interface Te3/1/0
Router(config-rpd-core)# principal
Router(config-rpd-core)# rpd-ds 0 downstream-cable 3/0/0 profile 1
Router(config-rpd-core)# rpd-us 0 upstream-cable 3/0/0 profile 1
Router(config-rpd-core)# exit
Router(config-rpd)# core-interface Te6/1/0
Router(config-rpd-core)# rpd-ds 0 downstream-cable 6/0/1 profile 2
Router(config-rpd-core)# exit
Router(config-rpd)# r-dti 3
Router(config-rpd)# rpd-event profile 0
Router(config-rpd)# exit
Router(config)# cable video
Router(config-video)# service-distribution-group RPD_SDG
Router(config-video-sdg)# rpd downstream-cable 6/0/1
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Router(config-video-sdg)# exit
Router(config-video)# virtual-carrier-group RPC_VCG
Router(config-video-vcg)# rf-channel 20-47 tsid 20-47 output-port-number 20-47
Router(config-video-vcg)# exit
Router(config-video)# bind-vcg
Router(config-video-bd)# vcg RPC_VCG sdg RPD_SDG
Router(config-video-bd)# exit
Router(config-video)# logical-edge-device RPD_LED
Router(config-video-led)# protocol table-based
Router(config-video-led-protocol)# virtual-edge-input-ip 174.102.1.1 input-port-number 1
Router(config-video-led-protocol)# vcg RPD_VCG
Router(config-video-led-protocol)# active
Router(config-video-led-protocol)# table-based
Router(config-video-tb)# vcg RPD_VCG
Router(config-video-tb-vcg)# rf-channel 20-47
Router(config-video-tb-vcg-sess)# session tbsession-1 input-port 1 start-udp-port 49152
num-sessions-per-qam 20 processing-type remap start-program 1 bit-rate 1800000

Remote PHY ビデオの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースのみを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 20：Remote PHY ビデオの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能が Cisco Remote PHY
デバイスに追加されました。

Cisco RPD IOS 1.1RPHYビデオ PME VOD

この機能が Cisco Remote PHY
デバイスに追加されました。

Cisco RPD IOS 1.1RPHYビデオ事前暗号化MPTS
パススルーサポート
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第 VII 部

Cisco リモート PHY のアウトオブバンド
• Ciscoリモート PHYのアウトオブバンド, 89 ページ





第 11 章

Cisco リモート PHY のアウトオブバンド

機能情報の確認

ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報と注意事項については、ご使用のプラットフォームと

ソフトウェアリリースに対応したリリースノートを参照してください。このモジュールに記載

されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合

は、このマニュアルの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorには、http://
tools.cisco.com/ITDIT/CFN/からアクセスできます。http://www.cisco.com/のアカウントは必要あり
ません。

• Ciscoリモート PHYデバイスのハードウェア互換性マトリックス, 89 ページ

• アウトオブバンドに関する情報, 90 ページ

• OOBの設定方法, 90 ページ

• 例：OOBの設定, 91 ページ

• OOBの機能情報, 92 ページ

Cisco リモート PHY デバイスのハードウェア互換性マトリックス

Ciscoリモート PHYデバイスのあるリリースで導入されたハードウェアコンポーネントは、
特に明記しない限り、それ以降のすべてのリリースでもサポートされます。

（注）
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表 21：Cisco リモート PHY デバイスのハードウェア互換性マトリックス

リモート PHY デバイスCisco HFC プラットフォーム

Cisco RPD IOS 1.1以降のリリース

シスコリモート PHYデバイス 1x2

• PID—RPD-1X2=

Cisco GS7000ノード

アウトオブバンドに関する情報

アウトオブバンド（OOB）データは、ケーブル設備のセットトップボックスによって、ダウン
ストリームのセットトップボックスの動作をサポートするデータストリームを配信し、アップス

トリームの STBからの応答およびコマンドを伝送するために使用されます。

リモート PHY（R-PHY）アーキテクチャを介した、ヘッドエンドから顧客対応 CPEへのOOBス
トリームの配信を容易にするには、他のサービスが通過するのと同じイーサネットキャリアを介

して、OOBストリームを RPDに配信するソリューションが必要です。次のセクションでは、こ
のトランスポートに対する 55-1 OOBアプローチについて説明します。

• OMデバイスからのイーサネット：この OMプロセスは、SCTE-55-1ごとに OOBソースス
トリームを処理し、IPマルチキャストを介してデータグラムを出力します。

• CCAP-Coreを仮想OMとして転送：CCAPは SCTE-55-1ごとのOMデバイスからのストリー
ムを結合して処理し、RPDにダウンストリーム転送します。

• STBからの ATM：STBは SCTE-55-1ごとに RPDに増強 ATMアップストリームパケットを
送信し、RPDはARPDプロトコル（バージョン 2）ごとにアップストリームパケットを作成
し、CCAPコアに転送します。

• CCAP-Coreを仮想 ARPDとして転送：CCAPは UEPIを介して 55-1パケットを受信し、それ
らを NCにアップストリーム転送します。

OOB の設定方法
ここでは、Cisco cBR-8上での OOBの設定方法について説明します。

OOB の設定
OOBを設定するには、次の手順を実行します。
configure terminal
cable oob
virtual-om o-id
ip ip subnet_mask
join-group ip source-ip ip out-group ip
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virtual-arpd id
ip ip subnet_mask
nc ip udp-port number
source-id s-id

OOB のプロファイルの設定
OOBを使用するようにプロファイルを設定するには、次の手順を実行します。
configure terminal
controller downstream-oob 55d1-profile dp-id
no ds-channel 0 rf-mute
no ds-channel 0 shutdown
ds-channel 0 frequency f-value
ds-channel 0 poweradjust p-value
controller upstream-oob 55d1-profile up-id
no us-channel 0 shutdown
us-channel 0 frequency f-value
us-channel 0 varpd-portid va-id varpd-demodid vd-id
no us-channel 1 shutdown
us-channel 1 frequency f-value
us-channel 1 varpd-portid va-id varpd-demodid vd-id
no us-channel 2 shutdown
us-channel 2 frequency f-value
us-channel 2 varpd-portid va-id varpd-demodid vd-id

OOB の Remote PHY デバイスの設定
OOBを使用するように RPDを設定するには、次の手順を実行します。
configure terminal
cable rpd name
identifier id
no sbfd enable
core-interface TenGigabitEthernet slot/subslot/port
principal
rpd-ds 0 downstream-oob-vom o-id profile dp-id
rpd-us 0 upstream-oob-varpd a-id profile up-id
rpd-us 1 upstream-oob-varpd a-id profile up-id
r-dti value
rpd-event profile id

例：OOB の設定
次の例は、OOBを設定する方法を示しています。
Router#configure terminal
Router(config)# cable oob
Router(config-oob)# virtual-om 1
Router(config-oob-vom)# ip 100.100.100.100 255.255.255.0
Router(config-oob-vom)# join-group 235.1.1.1 source-ip 2.3.4.5 out-group 239.2.2.2
Router(config-oob-vom)# exit
Router(config-oob)# virtual-arpd 1
Router(config-oob-varpd)# ip 32.32.32.32 255.255.255.0
Router(config-oob-varpd)# nc 3.3.3.3 udp-port 100

Cisco IOS RPD 1.1 用 Cisco リモート PHY デバイスソフトウェア設定ガイド
91

例：OOB の設定



Router(config-oob-varpd)# source-id 1
Router(config-oob-varpd)# exit
Router(config-oob)# exit
Router(config)# controller downstream-OOB 55d1-profile 1
Router(config-profile)# no ds-channel 0 rf-mute
Router(config-profile)# no ds-channel 0 shutdown
Router(config-profile)# ds-channel 0 frequency 70000000
Router(config-profile)# ds-channel 0 poweradjust 1
Router(config-profile)# exit
Router(config)# controller upstream-OOB 55d1-profile 1
Router(config-profile)# no us-channel 0 shutdown
Router(config-profile)# us-channel 0 frequency 5216000
Router(config-profile)# us-channel 0 varpd-portid 3 varpd-demodid 2
Router(config-profile)# no us-channel 1 shutdown
Router(config-profile)# us-channel 1 frequency 6000000
Router(config-profile)# us-channel 1 varpd-portid 3 varpd-demodid 4
Router(config-profile)# no us-channel 2 shutdown
Router(config-profile)# us-channel 2 frequency 8000000
Router(config-profile)# us-channel 2 varpd-portid 3 varpd-demodid 6
Router(config-profile)# exit
Router(config)# cable rpd node1
Router(config-rpd)# identifier 0004.9f00.0685
Router(config-rpd)# no sbfd enable
Router(config-rpd)# core-interface Te7/1/0
Router(config-rpd-core)# principal
Router(config-rpd-core)# rpd-ds 0 downstream-cable 7/0/0 profile 3
Router(config-rpd-core)# rpd-ds 0 downstream-oob-vom 1 profile 1
Router(config-rpd-core)# rpd-us 0 upstream-cable 7/0/0 profile 3
Router(config-rpd-core)# rpd-us 0 upstream-oob-varpd 1 profile 1
Router(config-rpd-core)# exit
Router(config-rpd)# r-dti 1
Router(config-rpd)# rpd-event profile 0

OOB の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースのみを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 22：OOB の機能情報

機能情報リリース機能名

この機能が Cisco Remote PHY
デバイスに追加されました。

Cisco RPD IOS 1.1アウトオブバンド
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Cisco リモート PHY ラインカードおよびスー
パーバイザ冗長性
• Ciscoリモート PHYラインカードおよびスーパーバイザ冗長性, 95 ページ





第 12 章

Cisco リモート PHY ラインカードおよびスー
パーバイザ冗長性

機能情報の確認

ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報と注意事項については、ご使用のプラットフォームと

ソフトウェアリリースに対応したリリースノートを参照してください。このモジュールに記載

されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合

は、このマニュアルの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorには、http://
tools.cisco.com/ITDIT/CFN/からアクセスできます。http://www.cisco.com/のアカウントは必要あり
ません。

• Ciscoリモート PHYデバイスのハードウェア互換性マトリックス, 95 ページ

• リモート PHYラインカードおよびスーパーバイザ冗長性に関する情報, 96 ページ

• リモート PHYラインカード冗長性の設定方法, 98 ページ

• Remote PHYラインカードとスーパーバイザの冗長性に関する機能情報, 99 ページ

Cisco リモート PHY デバイスのハードウェア互換性マトリックス

Ciscoリモート PHYデバイスのあるリリースで導入されたハードウェアコンポーネントは、
特に明記しない限り、それ以降のすべてのリリースでもサポートされます。

（注）
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表 23：Cisco リモート PHY デバイスのハードウェア互換性マトリックス

リモート PHY デバイスCisco HFC プラットフォーム

Cisco RPD IOS 1.1以降のリリース

シスコリモート PHYデバイス 1x2

• PID—RPD-1X2=

Cisco GS7000ノード

リモート PHY ラインカードおよびスーパーバイザ冗長性に関する情報

ラインカード冗長性

リモート PHY（R-PHY）設定では、RPDはアクティブラインカードとスタンバイラインカード
の両方に接続し、アクティブラインカードへのアクティブな接続機能と、スタンバイ状態にある

ラインカードへのスタンバイ接続機能を備えています。RPD側から、アクティブコアとスタンバ
イコアに個別に接続します。

各RPDには 1つのメインコアがあります。複数の補助コアがある場合もあります。LCHAは複数
コアをサポートする必要があります。これらのコアは同じラインカード上にある場合と、異なる

ラインカード上にある場合があります。スタンバイラインカードのポートは、アクティブライン

カード上にあるすべての同じポートを保護できます。

図 15：同じラインカード上の複数コア

上記の図では、RPDには同じアクティブラインカードに接続された複数のコアがあります。LCHA
をサポートするには、RPDをスタンバイラインカードの同じポートに接続する必要があります。
このように、RPDにはアクティブコアを保護するための複数のスタンバイコアがあります。スタ
ンバイコアには、アクティブコアと同じリソースがあります。
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複数コアが異なるアクティブラインカードに接続する場合、ラインカードの異なるポートに接続

すると、異なるスタンバイコアになります。アクティブコアが異なるラインカード上の同じポー

トに接続すると、それらは 1つのスタンバイコアを共有します。

図 16：異なるラインカード上の複数コア

上記の図では、RPDに 2つのスタンバイコアがあります。1つのスタンバイコアはスタンバイラ
インカードのポート 6に接続し、アクティブラインカード 2のポート 6に接続するアクティブコ
アを保護できます。もう一方のスタンバイコアはスタンバイラインカードのポート 0に接続し、
ラインカード 0およびラインカード 1のポート 0に接続するアクティブコアを保護できます。し
たがって、スタンバイコア 0には、アクティブコア 0とアクティブコア 1の両方のリソースが
含まれています。

アクティブラインカード 0がスタンバイラインカードにフェールオーバーすると、スタンバイ
コア 1は削除され、スタンバイコア 0がアクティブコア 0のリソースをアクティブにします。ラ
インカード 2がスタンバイラインカードにフェールオーバーすると、スタンバイコア 0は削除さ
れ、スタンバイコア 1がアクティブコア 3でアクティブになります。

ラインカード冗長性の詳細については、「ラインカード冗長性」を参照してください。

スーパーバイザ冗長性

iCMTS設定の SUP高可用性リカバリプロセスと比較し、リモート PHY SUP高可用性リカバリプ
ロセスでは、RPDステータスが次の例に示すように変化します。
show cable rpd 0004.9f00.0625 lcha-cores
MAC Address IP Address I/F State Role HA Name
0004.9f00.0625 120.105.6.10 Te0/1/1 recovering Pri Act node1
0004.9f00.0625 120.105.6.10 Te9/1/1 recovering NA Sby node1

show cable rpd 0004.9f00.0625 lcha-cores
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MAC Address IP Address I/F State Role HA Name
0004.9f00.0625 120.105.6.10 Te0/1/1 init(l2tp) Pri Act node1
0004.9f00.0625 120.105.6.10 Te9/1/1 init(l2tp) NA Sby node1

show cable rpd 0004.9f00.0625 lcha-cores
MAC Address IP Address I/F State Role HA Name
0004.9f00.0625 120.105.6.10 Te0/1/1 online Pri Act node1
0004.9f00.0625 120.105.6.10 Te9/1/1 online NA Sby node1

RPDステータスは、回復からオンラインに変わり、これは SUP冗長性がリモート PHY設定で機
能していることを示します。

SUPの冗長性の詳細については、「スーパーバイザ冗長性」を参照してください。

リモート PHY ラインカード冗長性の設定方法
ここでは、Cisco cBR-8上でのリモートPHY（R-PHY）ラインカード冗長性の設定方法について説
明します。

DPIC ポートの設定
次の例は、Remote PHYラインカードの冗長性をサポートするようDPICポートを設定する方法を
示しています。

Router# configure terminal
Router(config)# interface TenGigabitEthernet8/1/0
Router(config-if)# vrf forwarding te80
Router(config-if)# ip address 80.6.16.166 255.255.255.0
Router(config-if)# ip mtu 1500
Router(config-if)# exit
Router(config)# interface TenGigabitEthernet8/1/1
Router(config-if)# vrf forwarding te81
Router(config-if)# ip address 80.6.16.167 255.255.255.0
Router(config-if)# ip mtu 1500
Router(config-if)# exit
Router(config)# interface TenGigabitEthernet6/1/0
Router(config-if)# vrf forwarding te60
Router(config-if)# ip address 80.6.16.186 255.255.255.0
Router(config-if)# ip mtu 1500
Router(config-if)# exit
Router(config)# interface TenGigabitEthernet6/1/1
Router(config-if)# vrf forwarding te61
Router(config-if)# ip address 80.6.16.187 255.255.255.0
Router(config-if)# ip mtu 1500

RPD の設定
次の例は、Remote PHYラインカードの冗長性をサポートするよう RPDを設定する方法を示して
います。

Router# configure terminal
Router(config)# cable rpd node1
Router(config-rpd)# identifier 0004.9f03.0055
Router(config-rpd)# core-interface te8/1/0
Router(config-rpd-core)# principal
Router(config-rpd-core)# rpd-ds 0 downstream-cable 8/1/0 profile 0
Router(config-rpd-core)# rpd-us 0 upstream-cable 8/1/0 profile 0
Router(config-rpd-core)# exit
Router(config-rpd)# core-interface te8/1/1
Router(config-rpd-core)# rpd-ds 0 downstream-cable 8/1/1 profile 0
Router(config-rpd-core)# rpd-us 0 upstream-cable 8/1/1 profile 0
Router(config-rpd-core)# exit

   Cisco IOS RPD 1.1 用 Cisco リモート PHY デバイスソフトウェア設定ガイド
98

リモート PHY ラインカード冗長性の設定方法

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/cable/cbr/configuration/guide/b_docsis_ha_features_cbr_xe16_5/sup_ha.html


Router(config-rpd)# exit
Router(config)# cable rpd node2
Router(config-rpd)# identifier 0004.9f03.0163
Router(config-rpd)# core-interface te8/1/2
Router(config-rpd-core)# principal
Router(config-rpd-core)# rpd-ds 0 downstream-cable 8/0/1 profile 1
Router(config-rpd-core)# rpd-us 0 upstream-cable 8/0/2 profile 2

Remote PHY ラインカード冗長性の設定
次の例は、Remote PHYラインカードの冗長性を設定する方法を示しています。
Router# configure terminal
Router(config)# redundancy
Router(config-red)# mode sso
Router(config-red)# linecard-group 0 internal-switch
Router(config-red-lc)# class 1:N
Router(config-red-lc)# member slot 8 primary
Router(config-red-lc)# member slot 6 secondary
Router(config-red-lc)# no revertive

リモート PHY ラインカード冗長性の設定の確認
リモート PHYラインカード冗長設定を確認するには、次の例を使用します。
Router# show redundancy linecard all

LC My Peer Peer Peer
Slot Subslot Group State State Slot Subslot Role Mode
---------------------------------------------------------------------------------
8 - 0 Active Stdby Warm 6 - Active Primary
6 - 0 - - Multiple None Standby Secondary

Router# show cable rpd lcha-cores
MAC Address IP Address I/F State Core Role HA Role
0004.9f03.0055 80.6.16.15 Te6/1/0 online Principal Standby
0004.9f03.0055 80.6.16.15 Te8/1/0 online Principal Active
0004.9f03.0163 80.6.16.16 Te6/1/1 online Principal Standby
0004.9f03.0163 80.6.16.16 Te8/1/1 online Principal Active

Router# show cable rpd
MAC Address IP Address I/F State Core Role HA Role
0004.9f03.0055 80.6.16.15 Te6/1/0 online Principal Active
0004.9f03.0163 80.6.16.16 Te6/1/1 online Principal Active

Remote PHY ラインカードとスーパーバイザの冗長性に関する機能情
報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースのみを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 24：Remote PHY ラインカードとスーパーバイザの冗長性に関する機能情報

機能情報リリース機能名

この機能が Cisco Remote PHY
デバイスに追加されました。

Cisco RPD IOS 1.1Remote PHY LCHA

この機能が Cisco Remote PHY
デバイスに追加されました。

Cisco RPD IOS 1.1Remote PHY SUPHA
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第 IX 部

Cisco リモート PHY の管理
• 安全なソフトウェアのダウンロード, 103 ページ

• リモート PHYの障害管理, 107 ページ

• RPDの動作とデバッグ, 111 ページ





第 13 章

安全なソフトウェアのダウンロード

このドキュメントでは、安全なソフトウェアのダウンロード機能を使用して、ソフトウェアを

RPDおよび Cisco cBRからアップグレードする方法について説明します。

• Ciscoリモート PHYデバイスのハードウェア互換性マトリックス, 103 ページ

• 安全なソフトウェアのダウンロードに関する情報, 104 ページ

• SSDを使用してソフトウェアを RPDおよび Cisco cBRからアップグレードする方法, 104
ページ

• SSDを使用した RPDソフトウェアのアップグレードの例, 105 ページ

• セキュアソフトウェアダウンロードの機能情報, 106 ページ

Cisco リモート PHY デバイスのハードウェア互換性マトリックス

Ciscoリモート PHYデバイスのあるリリースで導入されたハードウェアコンポーネントは、
特に明記しない限り、それ以降のすべてのリリースでもサポートされます。

（注）

表 25：Cisco リモート PHY デバイスのハードウェア互換性マトリックス

リモート PHY デバイスCisco HFC プラットフォーム

Cisco RPD IOS 1.1以降のリリース

シスコリモート PHYデバイス 1x2

• PID—RPD-1X2=

Cisco GS7000ノード
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安全なソフトウェアのダウンロードに関する情報

安全なソフトウェアダウンロード（SSD）機能を使用すると、システムで使用する前に、コード
ファイルのソースを認証し、ダウンロードしたコードファイルを確認することができます。SSD
は、安全でない場所に設置されたリモート PHY（R-PHY）デバイスにも適用できます。

リモートPHYアーキテクチャにより、RPDがコードをダウンロードできます。したがって、ソー
スを認証し、ダウンロードしたコードの整合性を確認することが重要です。

コードのダウンロードの認証と確認を行うため、SSDは、製造者の署名とオペレータの署名があ
る場合、それらを確認するうえで役立ちます。製造者の署名は、ソースとRPDへのコードファイ
ルの整合性を確認します。オペレータからの追加署名が可能な場合、RPDは、コードファイルを
受け入れる前に、両方の署名を証明書チェーンで確認します。

SSD を使用したソフトウェアアップグレードの前提条件
次の前提条件は、SSDを使用した RPDソフトウェアのアップグレードに適用できます。

• R-PHYノードは、Cisco cBRから送信されるGCPメッセージを介して開始されるソフトウェ
アのダウンロードをサポートします。

• RPDは、SSHと CLIを使用して直接 RPDで開始されるセキュアソフトウェアダウンロー
ドをサポートします。

• R-PHYは、TFTPまたは HTTPを使用してサーバにアクセスし、ソフトウェアアップデート
ファイルを取得します。

SSD を使用してソフトウェアを RPD および Cisco cBR からアップグレー
ドする方法

このモジュールで参照するコマンドの詳細については、「Cisco IOSマスターコマンドリス
ト」を参照してください。

（注）

Cisco cBR からの RPD ソフトウェアアップグレードの開始
RPDソフトウェアアップグレードは、Cisco cBR-8ルータから開始できます。アップグレードを
開始するには、次のコマンドを使用します。
cable rpd {all|oui|slot|RPD IP|RPD MAC} ssd server_IP {

tftp|http} file_name [c-cvc-c|m-cvc-c]
[CVC Chain File Name]

   Cisco IOS RPD 1.1 用 Cisco リモート PHY デバイスソフトウェア設定ガイド
104

安全なソフトウェアのダウンロードに関する情報

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/mcl/allreleasemcl/all-book.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/mcl/allreleasemcl/all-book.html


SSD を使用した RPD からのソフトウェアアップグレードの開始
RPDからソフトウェアアップグレードを開始する場合、RPD上でSSDパラメータを設定します。
次のコマンドを使用します。

SSDCVC（製造者および共同署名者のコード検証証明書）パラメータ値の設定はオプションです。

次のパラメータの値を設定します。

• SSDサーバの IPアドレス

•ファイル名

•転送方法

ssd set server server_IP filename file_name transport {tftp|http}
ssd set cvc {manufacturer|co-signer} cvc_chain_file_name
ssd control start

SSD 設定を使用したソフトウェアアップグレードの確認
RPD SSDステータスを表示するには、次の例に示すように、cable rpd [all|oui|slot|RPD IP|RPD
MAC] ssd statusコマンドを使用します。
Router# cable rpd all ssd status
RPD-ID ServerAddress Protocol Status Filename
0004.9f00.0591 192.0.2.0 TFTP ImageDownloading
image/RPD_seres_rpd_20170216_010001.itb.SSA
0004.9f00.0861 192.0.2.2 TFTP CodeFileVerified
userid/RPD_seres_rpd_20170218_010001.itb.SSA
0004.9f03.0091 192.0.2.1 TFTP ImageDownloadFail chuangli/openwrt-seres-rpd-rdb.itb.SSA

使用可能なステータスは次のとおりです。

• CVCVerified

• CVCRejected

• CodeFileVerified

• CodeFileRejected

• ImageDownloading

• ImageDownloadSucceed

• ImageDownloadFail

• MissRootCA

SSD を使用した RPD ソフトウェアのアップグレードの例
このセクションでは、SSD設定を使用するソフトウェアの例を示します。
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例：Cisco cBR での SSD を使用した RPD ソフトウェアアップグレード
cable rpd 0004.9f00.0861 ssd 20.1.0.33
tftp userid/RPD_seres_rpd_20170218_010001.itb.SSA

rpd 0004.9f00.0861 server:20.1.0.33, proto:TFTP,
file:userid/RPD_seres_rpd_20170218_010001.itb.SSA

例：RPD での SSD を使用した RPD ソフトウェアアップグレード
RPHY#ssd set server 10.79.41.148
filename RPD_seres_rpd_20170103_010002.itb.SSA transport tftp
Router#ssd control start

セキュアソフトウェアダウンロードの機能情報

Cisco Feature Navigatorを使用すると、プラットフォームおよびソフトウェアイメージのサポート
情報を検索できます。Cisco Feature Navigatorを使用すると、ソフトウェアイメージがサポートす
る特定のソフトウェアリリース、フィーチャセット、またはプラットフォームを確認できます。

Cisco Feature Navigatorには、http://www.cisco.com/go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウ
ントは必要ありません。

次の表には、一連のソフトウェアリリースのうち、その機能が初めて導入されたソフトウェ

アリリースだけが記載されています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連の

ソフトウェアリリースでもサポートされます。

（注）

表 26：セキュアソフトウェアダウンロードの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能が Cisco Remote PHY
デバイスに追加されました。

Cisco RPD IOS 1.1セキュアソフトウェアダウン

ロード
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第 14 章

リモート PHY の障害管理

このドキュメントでは、Cisco cBRシリーズコンバージドブロードバンドルータ上で障害管理
イベントを設定する方法について説明します。

• 障害管理に関する情報, 107 ページ

• RPDイベントの設定方法, 108 ページ

• 設定例, 109 ページ

• R-PHYの障害管理の機能情報, 110 ページ

障害管理に関する情報

RPDの障害管理は、リモートモニタリング、検出、診断、レポート作成、および問題の修正に必
要です。

障害管理モジュールは、次のサポートを提供します。

• RPDはイベントを CCAPコアに送信できます。

• CCAPコアは RPDからイベントを取得できます。

• CCAPコアで、CLIへのログインを表示します。

• SNMPポーリングイベントがサポートされています。

RPD イベントのレポート
RPDはイベントを記録し、誤動作の状況を示す非同期の通知を生成し、重要なイベントについて
オペレータに通知します。RPDイベントのレポートには、2つのレポート方法があります。

• RPDの初期化中、CCAPコアが RPDからのイベントを同期させます。

•ランタイム動作中、RPDがイベントを CCAPコアに通知します。
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RPD イベントの設定に関する制約事項
次の制約事項を適用できます。

最大 1000件のイベントが Cisco cBRで保持されます。RPDは、ローカルで 1000件のイベントを
保持し、保留状態で 1000件のイベントを保持します。

RPD イベントの設定方法

このモジュールで参照するコマンドの詳細については、「Cisco IOSマスターコマンドリス
ト」を参照してください。

（注）

RPD イベントの設定
イベントプロファイルを設定して、RPDに適用できます。RPDイベントを設定するには、次のコ
マンドを使用します。
enable
configure terminal
cable profile rpd-event profile_id
priority {emergency|alert|critical|error|warning|notice|informational|debug}

{0x0|0x1|0x2|0x3}
enable-notify

• 0x0：ログがありません

• 0x1：RPDローカルストレージへのログインを保存します

• 0x2：Cisco cBRにレポートします

• 0x3：RPDローカルのストレージへのログインを保存し、Cisco cBRにレポートします

すべてのイベントをコアにレポートするには、RPDで通知を有効にする必要があります。

RPD へのイベントプロファイルの適用
RPDにイベントプロファイルを適用するには、次のコマンドを使用します。
enable
configure terminal
cable rpd rpd_name
rpd-event profile profile_id

プロファイルを変更するときに RPDがオンラインになっている場合、プロファイルの変更後
に RPDをリセットします。

（注）
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RPD イベントの取得
RPDからイベントをプルするには、以下の例に示されているとおり、cable rpd [RPD IP|RPD
MAC|all] event {locallog|pending}コマンドを使用します。
Router#cable rpd 30.84.2.111 event pending

Cisco cBR データベース上のすべてのイベントの削除
Cisco cBR上のすべてのイベントを削除するには、次の例に示されているとおり、clear cable rpd all
eventコマンドを使用します。
Router#clear cable rpd all event

RPD イベントの表示
すべての RPDイベントを表示するには、次の例に示されているとおり、show cable rpd [RPD
IP|RPD MAC] eventコマンドを使用します。
Router# show cable rpd 93.3.50.7 event
RPD EventId Level Count LastTime Message
0004.9f00.0861 66070204 Error 1 Feb21 12:11:06 GCP Connection Failure
CCAP-IP=30.85.33.2;RPD-ID=0004.9f00.0861;
0004.9f00.0861 2148074241 Error 1 Feb21 12:11:25 Session failed:connecting timeout,
@SLAVE: 93.3.50.7:None --> 30.85.33.2:8190;RPD-ID=0004.9f00.0861;

ログを使用した RPD イベントの表示
すべての RPDイベントを表示するには、次の例に示されているとおり、show loggingコマンドを
使用します。
Router# show logging | include RPD-ID=0004.9f00.0861
004181: Feb 21 12:18:59.649 CST: %RPHYMAN-3-RPD_EVENT_ERROR: CLC5: rphyman:
GCP Connection Failure CCAP-IP=30.85.33.2;RPD-ID=0004.9f00.0861;EVENT-ID=66070204;
FirstTime=2017-2-21,12:11:6.0;
LastTime=2017-2-21,12:11:6.0;
Count=1;PendingQueue;
004185: Feb 21 12:19:18.875 CST: %RPHYMAN-3-RPD_EVENT_ERROR: CLC5: rphyman:
Session failed:connecting timeout, @SLAVE: 93.3.50.7:None --> 10.10.10.12:1190;
RPD-ID=0004.9f00.0861;
EVENT-ID=2148074241;
FirstTime=2017-2-21,12:11:25.0;
LastTime=2017-2-21,12:11:25.0;
Count=1;PendingQueue;

設定例

このセクションでは、Cisco cBR-8で障害管理を設定する例を示します。

例：RPD イベントの設定
enable
configure terminal
cable profile rpd-event 6
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priority emergency 0x3
priority alert 0x3
priority critical 0x3
priority error 0x3
priority warning 0x3
priority notice 0x3
priority informational 0x3
enable-notify

cable rpd node6
identifier badb.ad13.5e08
core-interface Te3/1/5

principal
rpd-ds 0 downstream-cable 3/0/17 profile 10
rpd-us 0 upstream-cable 3/0/34 profile 13

r-dti 16
rpd-event profile 6

R-PHY の障害管理の機能情報
Cisco Feature Navigatorを使用すると、プラットフォームおよびソフトウェアイメージのサポート
情報を検索できます。Cisco Feature Navigatorを使用すると、ソフトウェアイメージがサポートす
る特定のソフトウェアリリース、フィーチャセット、またはプラットフォームを確認できます。

Cisco Feature Navigatorには、http://www.cisco.com/go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウ
ントは必要ありません。

次の表には、一連のソフトウェアリリースのうち、その機能が初めて導入されたソフトウェ

アリリースだけが記載されています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連の

ソフトウェアリリースでもサポートされます。

（注）

表 27：R-PHY の障害管理の機能情報

機能情報リリース機能名

この機能が Cisco Remote PHY
デバイスに追加されました。

Cisco RPD IOS 1.1R-PHYの障害管理
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第 15 章

RPD の動作とデバッグ

このドキュメントでは、RPDの動作と RPDのデバッグについて説明します。

• Ciscoリモート PHYデバイスのハードウェア互換性マトリックス, 111 ページ

• RPDの動作とデバッグに関する情報, 112 ページ

• RPDにアクセスしてデバッグする方法, 112 ページ

• IOSの例, 114 ページ

• RPDの操作とデバッグの機能情報, 115 ページ

Cisco リモート PHY デバイスのハードウェア互換性マトリックス

Ciscoリモート PHYデバイスのあるリリースで導入されたハードウェアコンポーネントは、
特に明記しない限り、それ以降のすべてのリリースでもサポートされます。

（注）

表 28：Cisco リモート PHY デバイスのハードウェア互換性マトリックス

リモート PHY デバイスCisco HFC プラットフォーム

Cisco RPD IOS 1.1以降のリリース

シスコリモート PHYデバイス 1x2

• PID—RPD-1X2=

Cisco GS7000ノード
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RPD の動作とデバッグに関する情報
オペレータは、インストール、メンテナンス、またはトラブルシューティングの前にRPDを設定
する作業などのために、RPDへの安全なリモートアクセスを必要とする場合があります。RPD
は、RPDへの安全なアクセスを可能にするセキュアシェル（SSH）サーバをサポートしていま
す。

RPD の操作の前提条件
RPD操作のデバッグや確認に次の前提条件を適用できます。

• RPDは、CCAPコアとの GCP接続を確立しており、RPD IPアドレスは、CCAPコアから取
得できます。

• DHCPプロセスを介して IPアドレスがRPDに割り当てられます。その IPアドレスは、DHCP
サーバから取得できます。

RPD にアクセスしてデバッグする方法

このモジュールで参照するコマンドの詳細については、「Cisco IOSマスターコマンドリス
ト」を参照してください。

（注）

SSH を使用した RPD へのアクセス
初めて RPDにログインすると、システムにセキュリティ警告が表示されます。
SECURITY WARNING: ssh password login is accessible!
Please use pubkey login and set password login off!

次の手順は、パスワードを使用せずに、SSHを使用して NMSから RPDにアクセスする方法を示
します。

1 NMSにすでに SSHキーがあるかどうかを確認します。ある場合には、新しいキーを生成しま
せん。

2 NMSの新しい SSHキーを生成します。
cat ~/.ssh/id_rsa.pub
ssh-keygen -t rsa

3 NMSの公開キーを RPDに追加します。
ssh pubkey add ?
LINE NMS's pubkey

4 パスワードを使用せずに、SSHを使用して NMSが RPDに接続できるかどうか確認します。
ssh -l admin <RPD ip>
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SSH ログインパスワードの無効化
RPDにイベントプロファイルを適用するには、次のコマンドを使用します。
R-PHY#conf t
R-PHY(config)#ssh password ?
off disable ssh password login
on enable ssh password login
R-PHY(config)#ssh password off
R-PHY(config)#end

RPD のデバッグ
RPDをデバッグするには、次の手順を使用します。

1 再起動を保留に設定して、RPDの自動再起動を無効にします。
R-PHY# set reboot hold

2 次のコマンドを使用して、RPDのログのコピーをサーバに保存します。
logging provision-archive scp server_ip user_id dst_location

3 show CLIの出力を収集します。

RPDのオンラインでの問題については、どのステータスが失敗したかを確認します。次の出力
を確認できます。

• show provision all

• show provision history

• show dot1x detail

• show dhcp

• show tod

• show ptp clock 0 config

• show ptp clock 0 state

モデムのオンラインでの問題については、ds/usの設定と l2tpセッションを確認します。

次の出力を収集できます。

• show downstream channel configuration

• show downstream channel counter dps (複数回表示)

• show downstream depi configuration

• show upstream channel configuration <ポート番号> <チャネル番号>

• show upstream iuc counter <ポート番号> <チャネル番号> (複数回表示)

• show upstream map counter <ポート番号> <チャネル番号> (複数回表示)

• show upstream uepi configuration

• show l2tp tunnel

• show l2tp session
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4 すべてのログと CLI出力を収集した後、RPDの自動リブートを有効にします。
R-PHY#clear reboot hold

無効化された SSH パスワードログインの確認
パスワードを使用した SSHログインが無効になっているかどうかを確認するには、次の例に示さ
れているとおり、show ssh sessionコマンドを使用します。
R-PHY#show ssh session
connected session: 1
ssh password auth: off
ssh NMS pubkey num: 1
R-PHY#

IOS の例
このセクションでは、R-PHYで障害管理を設定する例を示します。

例：新しい NMS pubkey の生成
$ cat ~/.ssh/id_rsa.pub

$ ssh-keygen -t rsa

$ cat ~/.ssh/id_rsa.pub
ssh-rsa AAAAB3NzaC1yc2EAAAABIwAAAgEAtQCXVFmRIwemejbTx0+U8taMq5n4Zetu
71xb+dtHV8Rr0wejiK1YJkT93n9hcBxsjHRu76bLp99l+DDNL3+THljwnMQC1CsdvRmGXoe
Gf1mT9aTlGDf/ RW9ZywY9t8Kep9VnANu2DWSoh0wg2pE49HFOJAbGfuFOvPEdwZGGDMQNWs
Eq/3xAQjBxajQqfgu4IqjVzKoo4PM/xx9X4Z1aMwxS3DvyN7L8O0o33mcDNsasl3SslIjMSNfq
YpwOFvQve8c2onrYHUx2p3BwQOb/b0FzFQhZMTBXm/pDMXq/fkkD0uguk1xOGnqAATMJsSHIN
0UOdvbzhhmrFRBBM4NzqQG5kNt7KvnWgxE7HdalERvMyBC2MCGbFSHmQFyWmHBHPPmLIxK98W
XutoR8fzzs+4hingZ4X9DMMNwTQ6WOzjuKq6iU= userid@example.cisco.com

例：RPD での NMS pubkey の追加
R-PHY#conf t
R-PHY(config)#ssh pubkey add ?
LINE NMS's pubkey
R-PHY(config)#ssh pubkey add ssh-rsa AAAAB3NzaC1yc26876bhjdsk
EEEAAAABIwAAAgErP3nFp0v0k3Nf4UvSTuOOQi2h0mAfAtQCXVFmRIwemejbTx0+U8taM
q5n4Zetu71xb+dtHV8Rr0wejiK1YJkT93n9hcBxsjHRu76bLp99l+DDNL3+THljwnMQC1
CsdvRmGXoeGf1mT9aTlGDf/YfKxZMozMnR9qlGJFXlRAwGMsCRlllnV6IkFyh59P9Udkd
SSWv+QL8lCftWBmMnyt/CkqL98NK0Vp0gIYRv7UKCwhK40c8X7PhzxCmKVFTUv3bf9VIP
NA2esgzKDFpoJZkqCjrnXU1Xu0Oj8Twci7f0ytSrFxVKuWp4XZbVDpWGH90BOQR8gKHmq
urP3nFp0v0k3Nf4UvSTuOOQi2h0mAf+9wzm+ab41ToadUbMawHyFYyuU= xxx@xxx.xxx.com
R-PHY(config)#end

R-PHY#show ssh nms-pubkey ssh-rsa AAAAB3NzaC1yc2EAAAABIwAAAgEAtQCXVFm
RIwemejbTx0+U8taMq5n4Zetu71xb+dtHV8Rr0wejiK1YJkT93n9hcBxsjHRu76bLp99l
+DDNL3+THljwnMQC1CsdvRmGXoeGf1mT9aTlGDf/YfKxZMozMnR9qlGJFXlRAwGMsCRll
lnV6IkFyh59P9UdkdSSWv+QL8lCftWBmMnyt/CkqL98NK0Vp0gIYRv7UKCwhK40c8X7Ph
zxCmKVFTUv3bf9VIPNA2esgzKDFpRvMyBC2MCGbFSHmQFyWmHBHPPmLIxK98WXutoR8fzz
s+4hingZ4X9DMMNwTQ6WOzjuKq6iU= xxx@xxx.xxx.com
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RPD の操作とデバッグの機能情報
Cisco Feature Navigatorを使用すると、プラットフォームおよびソフトウェアイメージのサポート
情報を検索できます。Cisco Feature Navigatorを使用すると、ソフトウェアイメージがサポートす
る特定のソフトウェアリリース、フィーチャセット、またはプラットフォームを確認できます。

Cisco Feature Navigatorには、http://www.cisco.com/go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウ
ントは必要ありません。

次の表には、一連のソフトウェアリリースのうち、その機能が初めて導入されたソフトウェ

アリリースだけが記載されています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連の

ソフトウェアリリースでもサポートされます。

（注）

表 29：RPD の操作とデバッグの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能が Cisco Remote PHY
デバイスに追加されました。

Cisco RPD IOS 1.1RPDの操作とデバッグ
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